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十
日
町
地
域
広
域
六
市
町
村
を
会
場
に
、
第
二
回
大
地
の
芸
術
祭
「
越
後
妻
有
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ

ー
レ
２
０
０
３
」
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
二
〇
〇
〇
年
に
始
ま
っ
た
こ
の
催
し
は
、
大
自
然
の
中
に

現
代
美
術
の
作
品
を
展
開
を
す
る
催
し
と
し
て
は
世
界
初
、
世
界
最
大
級
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

二
三
か
国
、
一
五
七
組
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
参
加
し
た
今
回
の
芸
術
祭
に
は
多
く
の
住
民
も
関
わ
り

ま
し
た
。
そ
の
一
端
を
紹
介
し
て
参
加
型
の
ア
ー
ト
の
魅
力
を
さ
ぐ
り
ま
す
。

特
集
―
―
芸
術
祭
を
楽
し
も
う
―
―
―
―
―
―
―

六
市
町
村
全
体
で
一
五
七
組
の
作
家
が
作
品
制
作
を
し
た
う
ち
、
川
西
町
で
は
九
作
品
が

展
開
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
の
い
く
つ
か
に
は
、
大
勢
の
地
域
住
民
が
関
わ
り
ま
し
た
。

作
家
の
思
い
と
住
民
の
理
解
が
あ
っ
て
始
め
て
成
り
立
つ
作
品
が
多
い
、
と
い
う
こ
と
の

表
れ
と
も
言
え
る
で
し
ょ
う
。

そ
ん
な
作
品
制
作
の
過
程
と
、
実
際
の
作
品
の
魅
力
を
探
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

影
シ
リ
ー
ズ
の
作
品
は
、
仙
田
地

域
の
自
然
素
材
を
基
に
影
と
い
う
要

素
を
取
り
入
れ
て
写
真
撮
影
し
た
も

の
で
、
仙
田
体
験
交
流
館
に
パ
ネ
ル

展
示
し
て
あ
り
ま
す
。

「
天
と
地
の
間
の
場
」
は
、
竹
と

和
紙
で
作
っ
た
直
径
一
〇
メ
ー
ト

ル
、高
さ
四
メ
ー
ト
ル
の
ド
ー
ム
で
、

天
と
地
の
間
の
場
所
の
象
徴
と
し

て
、
瀬
替
え
や
マ
ブ
を
作
っ
た
先
人

た
ち
の
心
に
捧
げ
ら
れ
る
も
の
。

和
紙
は
、
大
久
保
氏
の
ア
ト
リ
エ

が
あ
る
鳥
取
県
青
谷
町
の
和
紙
職
人

の
皆
さ
ん
が
漉
い
た
も
の
で
、
竹
の

骨
組
み
は
仙
田
地
区
の
有
志
の
皆
さ

ん
が
組
ん
だ
も
の
。最
終
段
階
で
は
、

鳥
取
県
の
皆
さ
ん
と
川
西
町
の
皆
さ

ん
が
協
働
し
て
作
品
を
作
り
上
げ
ま

し
た
。

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
る
夜
の
ド
ー

ム
は
幻
想
的
で
す
。

大久保 英治
影シリーズ―渋海川を歩く―2003
天と地の間の場―渋海川―2003
設置場所：仙田体験交流館、仙田農村公園

中はやわらかい光…　ひざまくらで昼寝か、いいなぁ

鳥取の和紙と新潟の
竹で作った、かけは
しドーム

この職人技が作品
づくりを支えます

▲
▲
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ド
イ
ツ
の
著
名
な
作
家
の
作
品
。

日
光
を
ガ
ラ
ス
球
に
よ
っ
て
絞

り
、
時
間
軸
を
記
し
た
紙
に
焼
き
付

け
て
日
照
記
録
と
す
る
カ
ン
ベ
ル
・

ス
ト
ー
ク
ス
日
照
計
が
越
後
三
山
を

望
む
高
台
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

記
録
紙
は
毎
日
交
換
さ
れ
、
松
葉

荘
展
望
台
内
の
空
間
に
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
芸
術
祭
終
了
後
も
毎
日
記

録
さ
れ
、
三
年
後
の
芸
術
祭
に
三
年

間
分
の
記
録
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

地
域
気
象
デ
ー
タ
の
提
供
と
い
う

形
で
、
近
年
の
地
球
規
模
の
気
象
変

化
を
考
え
る
一
助
と
し
て
も
位
置
づ

け
ら
れ
、
ア
ー
ト
と
科
学
の
接
点
を

考
え
る
作
品
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ガ
ラ
ス
球
に
よ
っ
て
集
積
さ
れ
た

日
光
が
記
録
紙
を
焦
が
し
て
い
く
過

程
を
眺
め
る
の
も
楽
し
い
で
す
が
、

ガ
ラ
ス
球
に
写
し
出
さ
れ
る
大
空
も

一
見
に
値
し
ま
す
。

ス
に
は
瀬
替
え
の
仕
組
み
を
解
説
し

た
ミ
ニ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
も
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。

は
、
渋
海
川
の
流
れ
と
瀬
替
え
に
よ

る
田
ん
ぼ
が
一
望
に
で
き
る
と
こ
ろ

ま
で
歩
く
時
間
の
こ
と
で
、
作
家
が

最
初
に
こ
の
地
を
訪
れ
た
と
き
の
経

験
か
ら
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

春
日
部
さ
ん
は
、
公
募
で
選
ば
れ

た
一
昨
年
か
ら
地
域
に
入
り
、
子
ど

も
た
ち
や
一
般
の
人
た
ち
を
対
象
に

し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
繰
り
返
し

な
が
ら
作
品
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

国
道
四
〇
三
号
の
東
側
に
瀬
替
え

を
、
西
側
に
は
地
滑
り
に
よ
る
棚
田

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
構
築
物
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
西
側
の
テ
ラ

仙
田
地
区
全
域
に
見
ら
れ
る
「
瀬

替
え
」
の
う
ち
、
仙
田
小
学
校
前
の

も
の
を
一
〇
分
一
の
ス
ケ
ー
ル
で
再

現
し
た
作
品
。

瀬
替
え
は
、
江
戸
時
代
を
中
心
に

渋
海
川
流
域
で
盛
ん
に
行
わ
れ
た
農

業
土
木
工
事
で
、
蛇
行
す
る
川
の
流

れ
を
直
線
で
結
び
、
元
の
流
路
を
埋

め
立
て
て
水
田
に
し
た
も
の
。
先
人

た
ち
の
、
耕
地
を
増
や
す
た
め
の
執

念
が
形
に
な
っ
た
と
も
い
え
る
で
し

ょ
う
。

タ
イ
ト
ル
の20m

inutes
w
alk

春日部 幹
20minutes walk
設置場所：仙田保育園前

ふだんは風景に
溶け込んでいます

1／ 10 のスケールでも瀬替えの迫力は充分感じられます

流した汗の分だけ作品への愛着が深まります

カールステン・ニコライ（ドイツ）
日照計測のための家
設置場所：松葉荘展望台

空を映す目のよう
にも見えます

静けさが似合う展示場



4
広報かわにし　15. 8.10

太
田
さ
ん
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
子

を
素
材
に
使
っ
て
切
手
や
は
が
き
を

作
っ
て
き
た
作
家
。

綿
毛
で
風
に
乗
っ
た
り
、
と
げ
で

人
や
動
物
に
く
っ
つ
い
て
遠
く
に
移

動
す
る
種
子
を
、
切
手
や
は
が
き
に

漉
き
込
ん
で
郵
送
す
る
こ
と
で
、
さ

ら
に
遠
く
へ
飛
ば
そ
う
と
い
う
コ
ン

セ
プ
ト
が
楽
し
い
で
す
ね
。

昨
年
の
秋
、
上
野
集
落
の
農
家
か

ら
集
め
た
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
種
も
み
を

漉
き
込
ん
だ
五
、
〇
〇
〇
枚
の
は
が

き
を
、
西
永
寺
六
和
亭
の
床
面
に
び

っ
し
り
と
敷
き
詰
め
て
あ
る
姿
は
ボ

リ
ュ
ー
ム
感
満
点
。

よ
く
見
る
と
、
は
が
き
の
隅
に
小

さ
く
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
が
刻
ん
で
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
種
も
み
を
提
供

し
た
人
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
を
記
し
た
も

の
で
、
は
が
き
に
個
性
を
与
え
、
生

き
生
き
と
し
た
雰
囲
気
を
生
み
出
し

て
い
ま
す
。

五
月
に
は
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち

と
、
牛
乳
パ
ッ
ク
を
利
用
し
た
手
漉

き
の
は
が
き
に
種
を
漉
き
込
み
、
全

国
の
友
達
に
送
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
行
い
ま
し
た
。

冬
の
雪
景
色
か
ら
雪
解
け
、
暑

い
夏
の
後
の
豊
か
な
実
り
と
い

う
、
こ
の
地
域
の
四
季
の
循
環
を

キ
ャ
ン
バ
ス
に
表
現
し
、
そ
の
作

品
が
風
景
に
と
け
込
む
姿
を
写
真

撮
影
し
た
作
品
も
併
せ
て
展
示
し

て
い
ま
す
。

豊
か
な
色
彩
で
彩
ら
れ
た
キ
ャ

ン
バ
ス
の
一
部
が
、
風
景
と
一
体

に
な
っ
た
よ
う
に
見
え
る
不
思
議

な
世
界
は
何
と
な
く
快
感
。

地
球
軸
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

は
、
地
球
が
南
北
の
地
軸
を
中
心

に
回
転
す
る
星
だ
と
い
う
こ
と

を
、
北
方
向
を
明
示
す
る
こ
と
で

改
め
て
認
識
し
て
も
ら
お
う
と
い

う
も
の
で
、
八
月
十
日
に
実
施
。

橘
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
付
近
の
田
ん

ぼ
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
な
ど
が

持
つ
虹
色
の
帯
の
上
空
を
、
噴
煙

を
放
つ
セ
ス
ナ
機
が
北
を
目
指
し

て
飛
ん
で
い
き
ま
す
。

太田 三郎
SEED PROJECT from TSUMARI
設置場所：西永寺六和亭（上野）

小本 章
季節を繋ぐ―時間の虹
地球軸のパフォーマンス／橘
設置場所：西永寺本堂（上野）

橘ライスセンター

種もみ入りの、はがきはがきはが
きはがきはがき…ここはお寺の中

上がキャンバス作品、下がそのキャンバスを風景に置いて撮影した作品

一所懸命作りまし
た。牛乳パックの
種入りはがき

地球サイズの平行線は、天と地の呼吸が
合ってはじめて作られます
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し
た
。
芸
術
祭
期
間
中
も
、
ベ
リ
ー

の
新
し
い
レ
シ
ピ
を
考
え
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
と
ベ
リ

ー
に
関
す
る
講
演
会
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

ジ
ャ
ム
と
ラ
ベ
ル
の
製
作
な
ど
、
参

加
型
の
催
し
を
数
多
く
実
施
し
ま

す
。果

樹
園
と
人
々
の
成
長
そ
の
も
の

が
作
品
と
い
う
こ
の
事
業
、
み
ん
な

で
楽
し
く
関
わ
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト

の
よ
う
で
す
。

人
々
の
活
動
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
テ
ー
マ

に
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
作

家
活
動
を
続
け
る
森
口
雅

浩
・
章
代
夫
妻
の
作
品
で
、

公
募
で
当
選
し
た
プ
ラ
ン
。

さ
ま
ざ
ま
な
ベ
リ
ー
が

実
る
果
樹
園
を
育
成
し
て
い
く
過
程

で
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
さ
ま

ざ
ま
な
人
々
が
協
働
し
て
事
業
を
展

開
す
る
こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
て

い
ま
す
。

森
口
夫
妻
は
、
二
年
前
か
ら
川
西

町
に
入
り
、
い
ろ
い
ろ
な
人
と
関
わ

り
な
が
ら
ベ
リ
ー
園
を
整
備
し
て
き

ま
し
た
。

オ
ー
プ
ン
の
日
に
は
、
ベ
リ
ー
を

使
っ
た
お
菓
子
の
試
食
や
子
ど
も
た

ち
に
よ
る
記
念
植
樹
な
ど
を
行
い
ま

トゥー・ザ・ウッズ
ベリー・スプーン
設置場所：ナカゴグリーンパーク

花と青空が似合うベリー園です

作家と協働でベリーの記念植樹
“いつ食べられるかな”

一
万
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
面

積
の
緩
斜
面
に
、
芝
に
覆
わ
れ
た
象

形
文
字
が
浮
か
び
上
が
っ
て
い
ま
す
。

作
家
は
、
縄
文
の
遺
跡
で
も
あ
る

こ
の
地
に
、
縄
文
の
よ
う
に
も
見
え

る
日
本
の
象
形
文
字
の
中
か
ら
、
川

西
町
の
風
景
に
刻
み
込
ま
れ
た
農
業

や
土
木
技
術
、
そ
れ
を
支
え
る
信
仰

と
誇
り
を
示
す
こ
と
ば
を
選
び
、
土

盛
り
の
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
彫
刻
と
し

て
表
現
し
ま
し
た
。

火
、
水
、
農
、
芸
、
天
神
と
い
う

文
字
は
、
近
く
で
見
て
も
盛
り
上
が

っ
た
畝
に
し
か
見
え
ま
せ
ん
。
上
空

か
ら
俯
瞰
し
て
始
め
て
全
容
が
わ
か

る
と
い
う
何
と
も
ス
ケ
ー
ル
の
大
き

な
作
品
で
す
。

ペ
ル
ー
の
ナ
ス
カ
平
原
の
地
上
絵

の
よ
う
で
す
が
、
実
際
に
千
手
小
学

校
の
児
童
を
対
象
に
地
上
絵
を
描
く

練
習
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し

て
、
八
月
十
七
日
の
本
番
に
備
え
て

い
ま
す
。

「
呉
天
」
と
名
付
け
ら
れ
た
地
上

絵
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
は
、
八
百
万

（
や
お
よ
ろ
ず
）
の
神
様
を
招
待
す

る
と
の
こ
と
で
す
の
で
、
さ
ぞ
か
し

に
ぎ
や
か
で
華
や
か
な
お
祭
り
に
な

る
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
見
逃
せ
ま
せ

ん
ね
。

たほ りつこ
グリーン ヴィラ
設置場所：ナカゴグリーンパーク

作品の中で遊ぶ。それが野外アート

ナンスカ星のナースカちゃんも登場した千
手小学校のワークショップ

こんな地上絵描いてみ
たい
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二
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
四
方
に
縫
い
合
わ
せ

ら
れ
た
白
い
布
を
集
め

て
つ
な
げ
、
物
干
し
の

よ
う
に
大
空
に
は
た
め

か
せ
た
作
品
は
、
誰
の

目
に
も
鮮
烈
で
す
。

二
〇
〇
二
年
に
広
島

平
和
記
念
公
園
か
ら
始

ま
っ
た
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、
二
〇
世
紀
の

あ
ら
ゆ
る
戦
争
犠
牲
者

へ
の
慰
霊
と
平
和
へ
の
願
い
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
全
て
の
芸
術
祭
の
作
品
中

最
も
多
く
の
人
た
ち
が
関
わ
っ
た
作

品
で
、
圏
域
六
市
町
村
の
お
年
寄
り

た
ち
を
中
心
に
布
の
製
作
を
呼
び
か

け
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
の
手
に
よ
っ
て
つ
な
ぎ
合
わ
さ

れ
、
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

中
に
は
、
自
分
の
年
齢
と
同
じ
枚

数
を
縫
い
上
げ
た
83
歳
の
お
年
寄
り

も
い
ま
す
。
集
め
ら
れ
た
布
は
、
当

初
の
目
標
八
、
〇
〇
〇
枚
を
は
る
か

に
超
え
る
一
万
二
、
〇
〇
〇
枚
に
も

達
し
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
多
く
の
メ
デ

ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
今
回
の
芸

術
祭
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
い
う
べ
き
作

品
に
な
り
ま
し
た
。

う
わ
さ
に
よ
る
と
、も
う
一
か
所
、

こ
の
ホ
ワ
イ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
設

置
す
る
予
定
が
あ
る
と
か
…
。
楽
し

み
に
し
ま
し
ょ
う
。

川
西
町
で
展
開
さ
れ
て
い
る
作
品

の
ほ
と
ん
ど
が
、
地
域
住
民
と
の
協

働
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で

す
。
そ
の
こ
と
を
と
お
し
て
、
作
家

と
住
民
、
住
民
と
他
地
域
の
住
民
、

そ
し
て
地
域
内
の
世
代
間
の
つ
な
が

り
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

芸
術
祭
の
真
の
目
的
は
、
実
は
そ

こ
に
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

大
地
の
芸
術
祭
は
、
九
月
七
日
ま

で
。
ま
だ
ま
だ
新
た
な
出
会
い
の
場

が
あ
り
そ
う
で
す
。

※
イ
ベ
ン
ト
や
作
品
の
詳
細
は
、
全

戸
配
布
済
み
の
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
等

を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

新田 和成
ホワイトプロジェクト
設置場所：ナカゴグリーンパーク

見本の下でみんなが「お針子」

微調整もボランティアスタッフが支えます

フリーの人も子育て中の人も布を
つなげて心もつなげます

内
部
は
全
面
が
黒
く
塗
ら
れ
、

大
小
い
く
つ
か
の
窓
が
開
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

越
後
三
山
や
芸
術
祭
の
作
品
、

近
く
の
木
や
草
な
ど
が
、
切
り
取

ら
れ
た
風
景
と
し
て
パ
ネ
ル
展
示

さ
れ
た
画
像
の
よ
う
に
見
え
ま

す
。小

屋
の
上
部
に
設
け
ら
れ
た
椅

子
に
座
っ
て
い
る
と
、
個
室
映
画

館
に
で
も
入
っ
て
い
る
か
の
よ
う

な
感
覚
に
と
ら
わ
れ
ま
す
。

普
段
見
る
風
景
と
は
違
う
表
情

の
自
然
が
見
ら
れ
ま
す
。

母袋 俊也
絵画のための見晴らし小屋
設置場所：ナカゴグリーンパーク

額縁のように切り取られた風景

林の中に突然背高ノッポの小屋が現れます
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他市町村の作品で代表
的なものをいくつか紹介
します。
作品鑑賞ツアーも予定
されていますので是非参
加して楽しみましょう。開会式の会場となった「越後妻有交流

館・キナーレ」中庭の池が印象的です
（十日町市）

2000個の光る風船がまちを彩る
きもの流し「GINGA」（十日町市）

前回千手神社に作品展開をした古郡弘
さんの「盆景―Ⅱ」（十日町市）

廃屋を利用してさまざまな催しが行
なわれる「儀明劇場」（松代町）

訪れた人が、いつでも
記者になれる「明後日
新聞文化事業部」。ほ
んとに新聞を発行して
います（松代町）

大胆な構造の「まつだい雪
国農耕文化村センター」と
内部のショップ（松代町）

キョロロに入ると、2,000 点の昆
虫標本が来訪者を迎えてくれます
（松之山町）

半年かけて形成・焼成された陶の家
「かささぎたちの家」（津南町）

カ
マ
ボ
コ
型
ハ
ウ
ス
内
部
が
、
鮮
や
か

な
色
彩
の
壁
画
で
埋
め
ら
れ
て
い
る

「
リ
ト
ル
・
ユ
ー
ト
ピ
ア
ン
・
ハ
ウ
ス
」

（
松
代
町
）

二
〇
〇
〇
年
の
作
品
（
登
り
窯
）
に
キ

キ
・
ス
ミ
ス
の
彫
刻
を
展
示
し
た
「
ド

ラ
ゴ
ン
現
代
美
術
館
」（
津
南
町
）

一
本
の
木
を
六
分
割
し
て
六
市
町
村
の

ス
タ
ッ
フ
が
作
家
と
協
働
で
作
っ
た
彫

刻
「
円
―
緑
」（
松
代
町
）

全
面
耐
候
性
鋼
板
で
お
お
わ
れ
て
い
る

「
森
の
学
校
キ
ョ
ロ
ロ
」（
松
之
山
町
）

河岸段丘の崖にかつての流路を再現した
「信濃川はかつて現在より 25 メートル
高い位置に流れていた」（中里村）

コールテン鋼（耐候性鋼板）と樹木、白い
玉石の対比が美しい「ポスト・インダス
トリアル・メディテーション」（中里村）
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【
町
内
順
に
掲
載
　
敬
省
略
】

※
七
月
十
一
日
現
在

千
手
地
区
（
四
十
人
）

中
　
島
　
町
　
　
関
　
口
　
ト
　
シ

発
電
所
通
西
　
　
田
　
中
　
軍
　
平

〃
　
　
　
　
南
　
雲
　
林
　
三

〃
　
　
　
　
登
　
坂
　
　
　
武

発
電
所
通
東
　
　
金
　
井
　
栄
　
吉

〃
　
　
　
　
佐
　
藤
　
篠
　
作

南
　
　
　
台
　
　
斎
　
木
　
利
　
好

〃
　
　
　
　
湯
　
沢
　
シ
　
ン

栄
　
　
　
町
　
　
中
　
條
　
石
　
平

〃
　
　
　
　
南
　
雲
　
春
　
雄

四
　
郎
　
兼
　
　
南
　
雲
　
モ
　
ト

東
　
善
　
寺
　
　
平
　
野
　
和
　
子

〃
　
　
　
　
丸
　
山
　
　
　
禮

上
　
　
　
町
　
　
平
　
野
　
チ
　
ヨ

神
　
社
　
町
　
　
小
　
林
　
浩
　
康

中
　
屋
　
敷
　
　
清
　
水
　
キ
　
ヨ

寺
　
　
　
尾
　
　
高
　
橋
　
ハ
　
ナ

〃
　
　
　
　
清
　
水
　
ケ
　
イ

〃
　
　
　
　
小
　
林
　
正
　
勝

〃
　
　
　
　
佐
　
藤
　
光
　
子

〃
　
　
　
　
白
　
井
　
眞
　
一

木
　
　
　
島
　
　
南
　
雲
　
定
　
平

沖
　
　
　
立
　
　
保
　
坂
　
ゲ
　
ン

〃
　
　
　
　
数
　
藤
　
貞
　
義

〃
　
　
　
　
相
　
崎
　
利
　
作

〃
　
　
　
　
数
　
藤
　
　
　
清

伊
　
　
　
友
　
　
星
　
名
　
由
太
郎

〃
　
　
　
　
奥
　
山
　
芳
　
子

〃
　
　
　
　
高
　
橋
　
健
　
吾

伊
　
　
　
友
　
　
高
　
橋
　
フ
　
サ

〃
　
　
　
　
高
　
橋
　
文
　
夫

高
　
原
　
田
　
　
清
　
水
　
久
　
夫

〃
　
　
　
　
田
　
村
　
虎
　
二

〃
　
　
　
　
丸
　
山
　
キ
ヨ
イ

坪
　
　
　
山
　
　
高
　
橋
　
力
　
夫

〃
　
　
　
　
中
　
村
　
タ
　
ケ

〃
　
　
　
　
高
　
橋
　
フ
　
ミ

霜
　
　
　
条
　
　
押
　
木
　
モ
　
ト

〃
　
　
　
　
蔵
　
品
　
徳
四
郎

〃
　
　
　
　
押
　
木
　
良
　
作

上
野
地
区
（
三
十
人
）

上
　
　
　
野
　
　
上
　
村
　
　
　
誠

〃
　
　
　
　
木
　
村
　
重
　
正

〃
　
　
　
　
上
　
村
　
ヨ
　
ウ

〃
　
　
　
　
入
　
沢
　
　
　
良

〃
　
　
　
　
野
　
上
　
健
次
郎

〃
　
　
　
　
富
　
井
　
信
　
治

〃
　
　
　
　
渡
　
辺
　
金
一
郎

〃
　
　
　
　
星
　
名
　
四
　
郎

〃
　
　
　
　
上
　
村
　
豊
　
治

元
　
　
　
町
　
　
小
　
柳
　
フ
ジ
エ

〃
　
　
　
　
小
　
柳
　
寅
　
義

〃
　
　
　
　
村
　
越
　
ト
　
キ

新
町
新
田
　
　
丸
　
山
　
ス
　
ギ

〃
　
　
　
　
若
　
山
　
ハ
ル
ヱ

〃
　
　
　
　
小
　
林
　
サ
　
ダ

〃
　
　
　
　
若
　
山
　
三
　
蔵

〃
　
　
　
　
丸
　
山
　
和
　
夫

〃
　
　
　
　
内
　
山
　
ヨ
　
シ

〃
　
　
　
　
丸
　
山
　
仲
　
二

〃
　
　
　
　
小
　
林
　
荘
太
郎

七
月
十
一
日
に
、
千
手
温
泉
千
年
の
湯
で
喜
寿
の
祝
い
が
開
か
れ
ま

し
た
。
今
年
、
喜
寿
の
お
祝
い
を
迎
え
ら
れ
た
方
は
一
三
〇
人
。
大
正

十
五
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
二
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
が
対

象
で
す
。
当
日
は
一
〇
二
人
の
方
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

橘
　
地
　
区

仙
　
田
　
地
　
区

▲
▲
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下
平
新
田
　
　
上
　
村
　
千
代
子

〃
　
　
　
　
西
　
山
　
ハ
ル
イ

三
　
　
　
領
　
　
高
　
橋
　
ア
　
ヤ

〃
　
　
　
　
高
　
橋
　
　
　
粂

〃
　
　
　
　
高
　
橋
　
鉄
　
平

〃
　
　
　
　
南
　
雲
　
金
太
郎

〃
　
　
　
　
水
　
品
　
リ
　
ツ

小
　
根
　
岸
　
　
小
　
海
　
量
　
平

〃
　
　
　
　
小
　
海
　
　
　
巴

み
の
り
団
地
　
　
高
　
橋
　
　
　
和

橘
地
区
（
三
十
二
人
）

木
　
　
　
落
　
　
田
　
口
　
テ
ル
子

〃
　
　
　
　
羽
　
鳥
　
キ
　
ヨ

〃
　
　
　
　
和
久
井
　
タ
　
イ

〃
　
　
　
　
山
　
家
　
伊
　
津

〃
　
　
　
　
和
久
井
　
徳
　
意

〃
　
　
　
　
羽
　
鳥
　
欣
　
一

〃
　
　
　
　
和
久
井
　
　
　
守

〃
　
　
　
　
相
　
馬
　
ヨ
　
リ

寺
　
ケ
　
崎
　
　
山
　
崎
　
マ
　
サ

塩
　
　
　
辛
　
　
藤
　
巻
　
セ
　
ツ

仁
　
　
　
田
　
　
羽
　
鳥
　
和
　
夫

〃
　
　
　
　
小
　
幡
　
菊
　
江

〃
　
　
　
　
和
　
田
　
深
　
雪

〃
　
　
　
　
山
　
田
　
元
　
一

〃
　
　
　
　
佐
　
藤
　
寅
　
夫

〃
　
　
　
　
山
　
口
　
サ
　
ウ

〃
　
　
　
　
羽
　
鳥
　
一
　
郎

野
　
　
　
口
　
　
滋
　
野
　
定
　
良

〃
　
　
　
　
星
　
野
　
　
　
登

〃
　
　
　
　
村
　
越
　
伊
　
一

〃
　
　
　
　
五
十
嵐
　
セ
　
ツ

〃
　
　
　
　
村
　
越
　
百
　
合

〃
　
　
　
　
村
　
越
　
恒
　
治

〃
　
　
　
　
野
　
沢
　
寅
　
雄

〃
　
　
　
　
大
久
保
　
　
　
房

〃
　
　
　
　
片
　
桐
　
ト
　
キ

野
　
　
　
口
　
　
大
久
保
　
誠
太
郎

原
　
　
　
田
　
　
丸
　
山
　
安
　
治

根
　
　
　
深
　
　
丸
　
山
　
吉
太
郎

〃
　
　
　
　
丸
　
山
　
ミ
　
キ

下
　
　
　
原
　
　
藤
　
巻
　
フ
　
ミ

〃
　
　
　
　
須
　
藤
　
シ
　
ズ

仙
田
地
区
（
二
十
八
人
）

中
　
仙
　
田
　
　
小
　
林
　
マ
ツ
エ

〃
　
　
　
　
南
　
雲
　
　
　
尚

〃
　
　
　
　
小
　
林
　
マ
ツ
ノ

〃
　
　
　
　
小
　
林
　
　
　
悟

〃
　
　
　
　
小
　
林
　
定
　
二

〃
　
　
　
　
高
　
橋
　
政
　
信

室
　
　
　
島
　
　
高
　
橋
　
勇
　
二

〃
　
　
　
　
半
　
田
　
美
　
好

〃
　
　
　
　
高
　
野
　
新
　
次

小
　
　
　
脇
　
　
佐
　
藤
　
サ
　
ク

〃
　
　
　
　
佐
　
藤
　
テ
イ
子

田
　
　
　
戸
　
　
高
　
橋
　
賢
　
治

〃
　
　
　
　
樋
　
口
　
虎
　
一

赤
　
　
　
谷
　
　
高
　
橋
　
マ
　
キ

〃
　
　
　
　
登
　
坂
　
政
　
司

岩
　
　
　
瀬
　
　
小
　
川
　
春
　
枝

〃
　
　
　
　
中
　
條
　
春
　
雄

〃
　
　
　
　
金
　
子
　
ミ
　
キ

〃
　
　
　
　
金
　
子
　
　
　
利

〃
　
　
　
　
登
　
坂
　
チ
　
イ

〃
　
　
　
　
中
　
條
　
義
　
雄

〃
　
　
　
　
小
　
川
　
セ
　
ツ

大
　
　
　
倉
　
　
中
　
條
　
歳
　
一

大
　
白
　
倉
　
　
中
　
村
　
　
　
源

小
　
白
　
倉
　
　
田
　
中
　
　
　
務

〃
　
　
　
　
江
　
口
　
定
　
之

〃
　
　
　
　
江
　
口
　
　
　
教

〃
　
　
　
　
片
　
桐
　
保
　
栄

■
合
　
計
（
一
三
〇
人
）

9

千
　
手
　
地
　
区

上
　
野
　
地
　
区

▲
▲
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七
月
十
三
日
、
仙
田
体
験
交
流
館
キ
ラ
リ
（
道
の

駅
／
瀬
替
え
の
郷
せ
ん
だ
）
で
第
二
回
キ
ラ
リ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
、
大
勢
の
来
訪
者
で
賑
わ
い
ま

し
た
。

楽
楽
市
場
や
屋
台
村
、
雪
室
に
入
る
大
寒
体
験
な
ど

お
な
じ
み
の
催
し
も
人
気
で
し
た
が
、
な
ん
と
い
っ
て

も
今
回
の
呼
び
物
は
「
お
ら
ど
こ
の
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ

ン
祭
」。
近
隣
六
市
町
村
か
ら
の
出
演
団
体
を
迎
え
て

の
イ
ベ
ン
ト
に
、キ
ラ
リ
始
ま
っ
て
以
来
と
い
う
約
三
、

〇
〇
〇
人
が
詰
め
か
け
ま
し
た
。
仙
田
小
学
校
よ
さ
こ

い
ソ
ー
ラ
ン
の
踊
り
を
皮
切
り
に
、
七
団
体
が
粋
な
衣

装
に
身
を
包
み
、雄
大
で
華
や
か
な
舞
を
披
露
す
る
と
、

満
員
の
観
客
席
か
ら
は
盛
大
な
拍
手
と
喝
采
が
わ
き
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

ま
ち
の
話
題

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

ＴＯＰＩＣＳ　まちの話題 ＴＯＰＩＣＳ

日本テレビの人気番組「おもいっきりテレ
ビ」の収録が川西町で行われ、8 月 7 日に
放送されました。
これは、同番組の中の「知れば知るほどそ

れよさそう」のコーナーで「粉豆腐」と「ユ
ウゴ汁」を取り上げ、その健康効果などを紹
介したもの。
粉豆腐づくりに取り組む寒九のトロロ食の

研究会の活動や、大地の芸術祭の作品づくり
に参加した野口のお年寄りの皆さんをとおし
て、「元気」の出る食習慣などを全国に情報
発信しました。

よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
で
満
員
御
礼
！

郡市内で初のよさこいソーランに観客もびっしり

「おもいっきりテレビ」で

元気を発信！

白布を縫う実演もした野口の皆さん

白布のイメージを説明する押木さん
インタビューを受ける作家の新田さん（中央）
とボランティアの鈴木さん、井川さん（右）

七
月
十
七
日
と
十
八

日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ニ
ュ
ー
ス

番
組
「
新
潟
発
ふ
れ
っ
し

ゅ
便
」
と
「
お
は
よ
う
ニ

ッ
ポ
ン
」
の
中
で
、
大
地

の
芸
術
祭
の
作
品
と
、
作

品
づ
く
り
に
関
わ
っ
た
住

民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ

ん
が
生
中
継
で
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

番
組
は
、
ナ
カ
ゴ
グ
リ

ー
ン
パ
ー
ク
に
設
置
さ
れ

た
作
品
群
を
作
家
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
案

内
す
る
内
容
で
、
主
に
ホ

ワ
イ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

案
内
役
に
な
っ
た
井
川

和
子
さ
ん
（
新
町
新
田
）

と
押
木
敦
子
さ
ん（
元
町
）

は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
作
品
全

体
を
紹
介
す
る
の
に
少
し

緊
張
し
ま
し
た
」、「
生
放

送
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た

が
、
作
品
の
意
義
を
認
め

て
も
ら
え
て
嬉
し
か
っ

た
」
と
感
想
を
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
が
、
お
二
人
と

も
堂
々
の
レ
ポ
ー
タ
ー
ぶ

り
で
し
た
。

芸術祭の作品と関わった人たちを全国に紹介
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7 月 9 日、総合センターで、町、まちづくり塾
「川西結」、（株）まちづくり川西の主催で「暮らしと
食を考える」と題したシンポジウムが開催されました。
出席者は、コーディネーターにまちづくり塾「川西

結」の塾長を務める新潟大学農学部教授の伊藤忠雄さ
ん、パネラーに有機の里川西会長の上村源司さん、川
西町資源循環推進協議会会長の柄沢和久さん、生ごみ
リサイクルに取り組む長井市レインボープラン企画開
発委員長の菅野芳秀さん、環境をキーワードに商店街
振興を進める早稲田商店会会長の安井潤一郎さん。
冒頭、伊藤塾長は、他の地域から運んでくる食糧の

量×距離で表されるフードマイレージという指標で
は、日本は 5,000 億キロメートルトンという世界で
も桁外れの無駄なエネルギーを費やしていることか
ら、遠くのものより近くのものを食べるスローフード
運動が大切になると説きました。
これを受けて、各パネラーが各々の取り組みをとお

して得られたノウハウやアイデア、提言などを述べま
した。
上村さんは、有志の活動から始まった生ごみリサイ

クル事業の経過に触れ、できた堆肥を実証ほや花壇な
どで活用して環境先進町としてアピールできた、これ
からも息長くやっていきたいと、住民のさらなる参加
を呼びかけました。
柄沢さんは、農家、消費者の意識が変化してきてお

り、環境保全型農業に取り組む必要があること、農家
は安くて良い堆肥を求めていることなどを盛り込んだ
答申書を町に出したが、方向付けができればどんどん
広がるのではないかと述べ、今後の展開に期待をにじ

ませました。
菅野さんは、長井市の取り組みを説明した後、みん

なが農業や食べ物に関係することで思いやりの心や地
域への愛着が生まれる、一時的な逆風に惑わされない
で自分たちの活動を信じて行動することが大切だと力
説しました。
安井さんは、夏になると人口が半減するという学生

街早稲田の商店街で、一日だけでも人を集めようと生
ごみ処理機による消費者サービス事業を始めたこと、
農村と消費者を結びながら商店街の活性化を図ってい
ることを、「環境問題は手段で本音は商売繁盛だ」な
どとユーモアたっぷりに紹介し、詰めかけた約 150
人の参加者の笑いと共感を誘っていました。
最後に伊藤塾長が、「川西町の環境や食に対する住

民意識は確実に高くなってきている。少年犯罪の多発
と食生活・環境は因果関係があるのではないかといわ
れている中で、このことが川西町の財産だ」と総括し
ました。

食から見る地域
暮らしと食を考えるシンポジウム開催

充実した意見交換ができました

七
月
十
九
日
、
賑
わ
い
空
間
の
新
し
い
商
業
施
設
長
屋
型

店
舗
が
千
手
温
泉
千
年
の
湯
の
隣
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
目
指
し
て
、
昨
年
か

ら
実
験
的
商
業
施
設
を
設
け
て
消
費
者
ニ
ー
ズ
の
把
握
を
進

め
て
き
た
こ
と
な
ど
が
実
っ
て
実
現
し
た
も
の
で
、飲
食
店
、

自
然
食
品
等
販
売
店
、
整
体
院
、
和
装
用
品
店
と
、
賑
わ
い

空
間
全
体
の
運
営
を

す
る
㈱
ま
ち
づ
く
り

川
西
の
事
務
所
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
当
日

は
、
昔
懐
か
し
い
チ

ン
ド
ン
屋
が
町
中
を

め
ぐ
り
、
に
ぎ
や
か

な
音
と
華
や
か
な
扮

装
で
、
集
ま
っ
た
人

た
ち
を
大
い
に
沸
か

せ
て
い
ま
し
た
。

長
屋
型
店
舗
が
オ
ー
プ
ン

チ
ン
ド
ン
屋
の
鉦
や
太
鼓
が
花
添
え
る落ちついた雰囲気の長屋型店舗

チンドン屋の行くところ常に人だかり
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オフロードバイクの魅力を語る打
田稔さん

八
月
十
一
日
、
川
西
高
校
で
、
世
界
的

に
活
躍
し
て
い
る
モ
ー
タ
ー
サ
イ
ク
ル
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
打
田
稔
さ
ん
に
よ
る
交

通
安
全
講
話
が
開
か
れ
ま
し
た
。

会
場
の
体
育
館
に
、
海
外
ラ
リ
ー
で
使

用
し
た
バ
イ
ク
な
ど
四
台
を
展
示
し
て
講

話
が
始
ま
り
ま
し
た
。

講
話
で
は
、
エ
ジ
プ
ト
で
行
わ
れ
た

「
ロ
ス
マ
ン
ズ
フ
ァ
オ
ラ
リ
ー
」
に
日
本

人
と
し
て
初
め
て
参
戦
し
た
時
の
過
酷
な

ラ
リ
ー
の
体
験
を
と
お
し
て
、「
苦
し
い

時
こ
そ
チ
ャ
ン
ス
！
そ
こ
で
諦
め
る
か
、

も
う
一
歩
だ
け
踏
み
出
せ
る
か
。
ま
た
、

完
走
し
た
時
の
感
動
と
達
成
感
は
必
ず
自

信
に
つ
な
が
る
の
で
、
皆
さ
ん
も
目
標
に

向
か
っ
て
、
諦
め
ず
に
最
後
ま
で
や
り
抜

い
て
ほ
し
い
」
と
熱
く
語
り
ま
し
た
。
そ

し
て
「
皆
さ
ん
が
、
バ
イ
ク
に
乗
っ
て
公

道
を
走
る
際
は
、
法
律
を
守
っ
て
、
バ
イ

ク
の
イ
メ
ー
ジ
を
良
く
し
て
ほ
し
い
」
と

し
め
く
く
り
ま
し
た
。

運
転
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
バ
イ
ク
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を

川
西
高
校
で
交
通
安
全
講
話

有機栽培のコシヒカリには興味津々でした

7 月 3 日、福島県立農業短期大学の学生
が川西町を訪れ、有機農法や生ごみリサイク
ルの現状などを視察しました。
訪れた学生はいずれも 2 年生で、福島県

内の農業後継者など 6 人。無農薬有機栽培
の水田や堆肥づくりの現場を訪れ、メモを取
ったり写真を撮るなど熱心に情報収集をして
いました。
非農家出身で将来は農業に従事したいとい

う新明秀昭さん（19）は、「有機農業に興味
があって自主的に視察に来ました。土づくり
から手間をかけている姿勢に感心しました。
自分でもやってみたいと思います」と就農へ
の意欲をにじませていました。

福
島
の
学
生
が
有
機
農
業
を
視
察

七
月
十
日
、
前
人
権
擁
護
委
員
の
児

玉
達
雄
さ
ん
（
73
・
学
校
町
）
に
城
野

澄
男
新
潟
地
方
法
務
局
十
日
町
支
局
長

か
ら
法
務
大
臣
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

児
玉
さ
ん
は
、
十
二
年
間
の
委
員
活

動
を
ふ
り
か
え
っ
て
、「
責
任
の
重
い

仕
事
を
終
え
て
、ホ
ッ
と
し
て
い
ま
す
」

と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

児
玉
さ
ん
の
後
任
と
し
て
小
林
善
一

郎
さ
ん
（
59
・
中
仙
田
）
が
委
嘱
さ
れ
、

委
嘱
状
伝
達
式
が
併
せ
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
小
林
さ
ん
は
、「
先
輩
方
の
ご
指

導
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
町
民
の
方
々
か
ら

気
楽
に
相
談
頂
け
る
よ
う
努
力
し
て
い

き
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

感謝状を手渡され、にこやかな児玉さん（町長室にて）

前人権擁護委員の
児玉達雄さんに法務大臣感謝状

木
落
に
、
あ
い
が
も
農
法
に
よ
る
無
農
薬
有
機

栽
培
の
田
ん
ぼ
が
出
現
し
ま
し
た
。
㈲
フ
ァ
ー
ム

ラ
ン
ド
木
落
が
管
理
し
て
い
る
も
の
で
、
四
五
ア

ー
ル
の
水
田
に
一
〇
〇
羽
の
あ
い
が
も
が
放
さ

れ
、
除
草
な
ど
コ
シ
ヒ
カ
リ
栽
培
に
一
役
買
っ
て

い
ま
す
。

田
ん
ぼ
の
脇
に
は
木
落
集
落
の
小
学
生
（
六
年

生
）
が
共
同
製
作
し
た
看
板
も
立
て
ら
れ
、
道
行

く
人
た
ち
の
注
目
を

集
め
て
い
ま
す
。

担
当
の
羽
鳥
育
男

さ
ん
は
、「
有
機
の

里
づ
く
り
を
進
め
る

町
の
方
針
に
応
え
よ

う
と
始
め
ま
し
た
。

草
も
な
く
、
株
の
で

き
も
い
い
と
評
判
で

す
」
と
、
秋
の
実
り

が
待
ち
遠
し
い
様
子

で
し
た
。

あいがも君が育てます
有機栽培の稲

稲の間を泳ぐあいがも
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七
月
二
十
六
日
か
ら
二
十
七
日
に

か
け
て
、
川
西
町
と
十
日
町
市
の
モ

ト
ク
ロ
ス
場
、
公
道
、
河
川
敷
な
ど

を
コ
ー
ス
と
す
る
第
二
回
ジ
ャ
パ
ン

エ
ン
デ
ュ
ー
ロ
in
川
西
（
ジ
ャ
パ
ン

エ
ン
デ
ュ
ー
ロ
実
行
委
員
会
／
田
口

直
人
大
会
会
長
・
小
林
正
夫
大
会
実

行
委
員
長
／
主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
大
会
は
、
モ
ト
ク
ロ
ス
の
よ

う
に
、
専
用
の
車
両
で
専
用
の
コ
ー

ス
を
走
る
の
で
は
な
く
、
市
販
さ
れ

て
い
る
オ
フ
ロ
ー
ド
タ
イ
プ
の
二
輪

車
等
を
使
用
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

選
手
は
主
催
者
か
ら
指
定
さ
れ
た

様
々
な
路
面
を
決
め
ら
れ
た
時
間
通

り
に
走
行
し
、
競
技
区
間
と
そ
れ
ら

を
結
ぶ
移
動
区
間
、
整
備
区
間
を
走

行
し
な
が
ら
競
技
し
ま
し
た
。

途
中
に
は
、
ぬ
か
る
み
や
河
原
な

ど
も
あ
り
、
総
合
的
な
運
転
技
術
が

試
さ
れ
る
と
と
も
に
、
一
般
道
路
で

は
交
通
法
規
を
遵
守
し
て
走
行
す
る

な
ど
、
二
輪
車
に
関
す
る
安
全
マ
ナ

ー
も
含
め
て
、
単
に
ス
ピ
ー
ド
を
争

う
競
技
で
は
な
く
、
ラ
イ
ダ
ー
と
し

て
の
総
合
的
な
評
価
を
競
う
競
技
会

で
す
。

今
回
の
特
徴
は
、
国
際
モ
ー
タ
ー

サ
イ
ク
リ
ズ
ム
連
盟
か
ら
国
際
競
技

と
し
て
公
認
さ
れ
、
ア
ジ
ア
選
手
権

タ
イ
ト
ル
が
懸
か
る
大
会
と
な
っ
た

こ
と
で
、
ア
ジ
ア
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、

ア
メ
リ
カ
な
ど
か
ら
約
一
〇
〇
人
の

選
手
が
参
加
し
、
国
際
色
豊
か
な
催

し
と
な
り
ま
し
た
。

二
十
六
日
、
午
前
九
時
か
ら
の
開

会
式
の
あ
と
、
役
場
前
に
設
置
さ
れ

た
ス
タ
ー
ト
台
か
ら
次
々
に
選
手
が

走
り
出
し
て
い
き
ま
し
た
。

ふ
だ
ん
の
静
か
な
役
場
前
と
は
う

っ
て
か
わ
り
、
カ
ラ
フ
ル
な
オ
ー
ト

バ
イ
、
Ｍ
Ｔ
Ｂ
（
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ

ク
）、
Ａ
Ｔ
Ｖ
（
四
輪
バ
ギ
ー
）
に

ま
た
が
っ
た
カ
ラ
フ
ル
な
ユ
ニ
フ
ォ

ー
ム
姿
の
選
手
た
ち
が
出
発
し
て
い

く
様
子
に
は
、
ま
さ
に
国
際
大
会
そ

の
も
の
の
華
や
か
さ
が
あ
り
ま
し
た
。

選
手
た
ち
は
、
モ
ト
ク
ロ
ス
コ
ー

ス
を
周
回
し
た
あ
と
、
公
道
を
通
っ

て
十
日
町
市
に
入
り
、
林
道
や
河
川

敷
な
ど
を
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
駆
使
し
て

走
り
抜
け
て
い
ま
し
た
。

夜
は
、
総
合
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に

ウ
エ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
が
開
か
れ
ま

し
た
。
地
酒
は
も
ち
ろ
ん
、
地
元
の

無
農
薬
有
機
の
コ
シ
ヒ
カ
リ

な
ど
が
振
る
舞
わ
れ
、
地
元

の
人
た
ち
と
、
選
手
及
び
関

係
者
と
の
交
流
の
花
が
、
そ

こ
か
し
こ
に
咲
い
て
い
ま
し

た
。翌

二
十
七
日
は
雨
に
た
た

ら
れ
た
前
日
と
は
う
っ
て
変

わ
り
晴
天
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
日
は
川
西
町
を
中
心
に

コ
ー
ス
が
組
ま
れ
、
各
集
落

を
ま
わ
る
複
雑
な
コ
ー
ス
を

軽
快
に
走
り
抜
け
て
い
く
選

手
に
、
小
旗
を
振
り
な
が
ら

声
援
を
送
っ
て
い
る
地
域
の

人
た
ち
も
多
く
見
ら
れ
、
参
加
し
た

選
手
た
ち
と
、
瞬
間
の
交
流
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

さ
わ
や
か
な
日
差
し
が
西
に
傾
く

頃
、
選
手
た
ち
は
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
走
行
を
し
な
が
ら
役
場
前
の

ゴ
ー
ル
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

待
ち
か
ま
え
た
観
客
が
見
守
る

中
、
ゲ
ー
ト
を
通
る
選
手
の
顔
は
全

員
が
晴
れ
や
か
で
し
た
。

ＴＯＰＩＣＳ　まちの話題 ＴＯＰＩＣＳ

パワーアップして全開！
第 2回ジャパンエンデューロ開催

川西中学校のブラスバンドも生演奏でサポート
小学生対象の自転車安全運転教室も開
かれました

水しぶきをあげて疾走

雨の中をスタート

おかえりなさい！レースを終えた選手を小旗で出迎え
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こ
れ
ま
で
に
届
い
た
提
言
等
の
中

か
ら
、
紙
面
で
紹
介
す
る
必
要
の
あ

る
も
の
を
、
内
容
を
抜
粋
し
て
ご
紹

介
し
ま
す
。

排
他
的
な
ら
合
併
反
対

（
57
歳
・
男
性
）

Ｑ

合
併
は
時
代
の
流
れ
だ
が
、

新
市
名
を
「
十
日
町
」
に
こ
だ
わ
る

の
で
あ
れ
ば
問
題
だ
。
川
西
町
が
他

の
市
町
村
よ
り
進
ん
で
い
て
も
、
遅

れ
て
い
る
事
は
な
い
と
思
う
の
で
、

少
し
の
間
が
ま
ん
す
れ
ば
川
西
町
独

自
で
い
け
る
と
思
う
。

こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
排
他
的
な
地

.

域
エ
ゴ
で
「
十
日
町
」
を
残
す
の
で

あ
れ
ば
、
合
併
そ
の
も
の
に
反
対
す

る
。

〈
将
来
を
見
据
え
て
取
り

組
み
ま
す
〉

Ａ

市
町
村
合
併
に
お
い
て
「
新

市
の
名
称
」
は
、
基
本
と
な
る
重
要

な
項
目
で
あ
り
、
誰
も
が
高
い
関
心

を
寄
せ
る
事
項
で
も
あ
り
ま
す
。

地
域
の
名
称
は
、
地
域
の
特
徴
、

歴
史
的
な
背
景
な
ど
が
由
来
し
、
名

称
で
地
域
の
姿
が
想
像
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
地
域
に
暮
す

住
民
の
皆
様
も
誇
り
と
愛
着
を
持
っ

て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
、
合

併
す
る
こ
と
に
よ
り
、
今
日
ま
で
慣

れ
親
し
ん
だ
名
称
が
消
え
て
し
ま
う

.

の
は
、
ど
の
市
町
村
で
あ
っ
て
も
辛

く
寂
し
い
も
の
で
す
。

さ
て
、「
十
日
町
市
」
の
姿
勢
と

名
称
問
題
に
つ
い
て
は
、
ご
指
摘
の

と
お
り
、
行
政
規
模
の
大
き
さ
に
よ

る
も
の
か
、
今
ま
で
の
事
業
の
進
め

方
な
ど
に
近
隣
町
村
で
は
違
和
感
を

抱
い
て
い
ま
す
。
新
市
名
称
問
題
に

つ
い
て
も
、
そ
の
よ
う
な
傾
向
が
見

ら
れ
た
の
は
大
変
残
念
な
こ
と
で
す
。

川
西
町
と
し
て
は「
市
町
村
合
併
」

を
新
し
い
地
域
づ
く
り
の
ひ
と
つ
の

手
段
で
あ
る
と
位
置
付
け
て
い
ま

す
。
も
し
、
五
市
町
村
に
よ
る
合
併

が
成
熟
す
る
と
し
た
ら
、
新
市
全
体

で
他
の
地
域
に
な
い
魅
力
を
持
っ
た

地
域
づ
く
り
を
考
え
、
そ
の
中
で
旧

川
西
町
の
地
域
が
ど
の
よ
う
な
役
割

を
担
う
か
を
考
え
る
こ
と
が
重
要
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

平
成
の
合
併
は
、
今
ま
で
の
市
町

村
合
併
と
は
異
な
り
、
住
民
の
参
画

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
二
〇
年
後
あ

る
い
は
三
〇
年
後
の
地
域
づ
く
り
や

自
治
体
と
し
て
の
自
立
を
目
指
す
も

の
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
新
市
の
名
称
も
現

時
点
に
こ
だ
わ
ら
ず
に
、
新
市
と
し

て
取
り
組
む
べ
き
将
来
像
を
見
据

え
、五
市
町
村
住
民
が
活
力
に
満
ち
、

夢
や
希
望
を
持
て
る
名
称
を
選
択
す

べ
き
だ
と
思
い
ま
す
し
、
川
西
町
と

し
て
も
そ
の
姿
勢
で
取
り
組
み
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

《
押
木
幸
江
さ
ん
（
元
町
じ
ょ

ん
の
び
会
）
発
》

会
員
の
方
々
に
も
、
大
く
の
人

た
ち
と
関
わ
り
な
が
ら
芸
術
祭
に

参
加
す
る
喜
び
を
是
非
味
わ
っ
て

ほ
し
い
と
考
え
、
三
月
か
ら
白
布

づ
く
り
を
始
め
ま
し
た
。

高
齢
者
に
も
容
易
に
作
る
こ
と

が
で
き
た
の
は
幸
い
で
し
た
。
六

月
、
七
人
の
こ
へ
び
隊
を
迎
え
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
含
む

総
勢
三
五
人
で
の
作

業
。
思
い
が
け
ず
、
テ

レ
ビ
や
新
聞
の
取
材
も

入
り
、
貴
重
な
体
験
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。若

い
人
た
ち
と
の
作

業
は
、「
疲
れ
た
け
れ

ど
今
ま
で
で
一
番
楽
し

か
っ
た
」と
の
こ
と
で
、

元
気
の
出
る
和
や
か
な

ひ
と
と
き
で
し
た
。

〝
広
く
て
楽
し
い
場

所
〞
か
ら
発
信
さ
れ
る

平
和
へ
の
願
い
は
、
元

町
集
落
と
じ
ょ
ん
の
び

会
全
員
の
想
い
が
こ
も

っ
た
七
五
〇
枚
も
含

め
、
一
万
二
〇
〇
〇
枚

の
白
布
が
し
っ
か
り
と

伝
え
て
く
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

お寄せください 
あなたの 

意見・提案・質問 意見・提案・質問 
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まほろばから願いをこめて
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存
盛
和
尚
が
宝
鏡
庵
に
隠
居
し
て
、

白
雲
山
長
徳
寺
の
開
山
と
な
っ
た
。

鎌
倉
幕
府
執
権
を
退
い
た
最
明
寺

時
頼
が
立
ち
寄
っ
て
、
供
養
料
三
四

石
を
寄
せ
た
と
伝
え
る
が
疑
問
で
あ

る
。慶

安
元
年
（
一
六
四
八
）
に
、
幕

府
か
ら
「
先
例
に
よ
り
観
音
堂
領
三

四
石
を
与
え
る
」
旨
の
、
朱
印
状
が

交
付
さ
れ
、
そ
の
後
引
き
続
い
て
計

六
通
の
朱
印
状
が
与
え
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
朱
印
状
に
よ
っ
て
、
友
重

村
地
内
の
観
音
堂
領
は
、
行
政
面
で

は
水
口
沢
村
の
分
に
含
ま
れ
て
は
い

る
が
、
幕
府
直
領
と
同
様
の
特
別
扱

い
を
受
け
て
き
た
。

い
わ
ゆ
る
十
七
夜
ま
つ
り
の
前
身

は
、（
旧
暦
）
六
月
十
六
・
十
七
日

の
開
帳
で
あ
り
、（
同
）
七
月
七
日

か
ら
十
三
日
に
か
け
て
馬
市
が
開
か

れ
て
い
た
。
寛
永
十
五
年
（
一
六
三

八
）
に
、
高
田
城
主
松
平
光
長
の
家

臣
で
あ
る
、
渥
美
久
兵
衛
・
本
田
七

左
衛
門
連
名
の
馬
市
制
札
が
交
付
さ

れ
て
い
る
。

友
重
村
は
、
門
前
百
姓
の
村
と
い

わ
れ
、
観
音
と
一
体
に
な
っ
て
続
い

て
き
た
が
、
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）

に
水
口
沢
村
の
観
音
堂
領
と
し
て
、

朱
印
地
の
高
三
四
石
と
九
軒
（
う
ち

寺
一
）、
三
七
人
（
う
ち
僧
侶
三
）、

馬
五
匹
と
あ
る
。

同
じ
く
観
音
維
持
に
協
力
し
て
き

た
伊
勢
平
治
村
は
、
同
年
に
高
一
二

六
石
余
、
一
四
軒
、
一
〇
三
人
、
馬

一
六
匹
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

道
筋
が
あ
り
、
そ
の
ふ
た
つ
の
道
が

交
差
す
る
要
点
に
観
音
堂
が
あ
っ
た

―
と
、
筆
者
は
想
定
し
て
い
る
。

（
注
）
中
条
に
居
城
し
て
い
た
大

井
田
氏
が
、
霜
条
の
山
田
観
音

を
信
仰
し
て
い
た
と
伝
え
る
が
、

そ
の
途
中
に
あ
る
伊
勢
平
治
観

音
に
つ
な
が
る
話
の
な
い
の
が

不
思
議
で
あ
る
。

観
音
堂
領
と
門
前

古
い
伝
承
を
語
り
継
い
で
い
る
千

手
観
音
で
あ
る
が
、
そ
の
古
さ
を
具

体
的
に
示
し
て
く
れ
る
資
料
に
乏
し

い
。観

音
堂
を
守
る
別
当
寺
は
、
真
言

宗
竜
沢
山
宝
鏡
庵
で
あ
っ
た
と
伝

え
、
現
在
の
参
道
傍
に
あ
る
天
台
宗

の
高
沢
山
浄
正
院
が
そ
の
後
身
で
あ

る
と
い
う
。

天
文
年
間
に
火
災
が
あ
っ
て
、

堂
・
本
尊
が
焼
け
た
ら
し
く
、
昭
和

二
十
八
年
の
文
化
財
調
査
に
よ
っ

て
、
天
文
二
十
三
年
（
一
五
五
四
）

に
、
南
魚
沼
の
上
田
庄
に
住
む
仏
師

新
保
又
四
郎
経
安
が
あ
ら
た
め
て
千

手
観
音
像
を
彫
っ
た
と
い
う
こ
と
が

分
か
っ
た
。

元
亀
年
間
（
一
五
七
〇
ご
ろ
）
に
、

存
作
住
職
が
曹
洞
宗
に
改
め
、
天
正

七
年
（
一
五
七
九
）
に
長
福
寺
六
世

伊
勢
平
治
と
友
重

伊
勢
平
治
と
友
重
の
呼
び
名
に
つ

い
て
は
、
い
く
ら
考
え
て
み
て
も
、

そ
の
理
由
を
思
い
つ
く
こ
と
が
で
き

な
い
。

「
千
手
観
世
音
の
略
縁
起
」
に
よ

る
と
、
ご
本
尊
の
千
手
観
世
音
は
、

名
僧
と
い
わ
れ
る
延
鎮
僧
都
が
宝
亀

年
中
に
彫
っ
た
も
の
で
、
征
夷
大
将

軍
坂
上
田
村
麻
呂
が
守
り
本
尊
に
し

て
い
た
。

田
村
麻
呂
が
、
延
暦
年
中
に
蝦
夷

征
討
の
帰
り
に
当
地
を
通
り
か
か

り
、
夢
知
ら
せ
が
あ
っ
て
こ
こ
へ
安

置
し
、
従
者
の
伊
勢
平
治
・
友
重
の

二
人
に
守
護
を
命
じ
た
。

二
人
は
、
懸
命
に
観
世
音
を
お
守

り
す
る
と
と
も
に
、
付
近
を
開
発
し

て
ム
ラ
づ
く
り
し
、
そ
の
名
を
と
っ

て
呼
び
名
に
し
た
―
と
あ
る
。

（
注
）
明
治
十
年
作
製
の
「
皇
国

地
誌
―
友
重
村
々
誌
」
に
は
、

残
留
し
た
二
人
の
名
を
、
某
氏

友
貞
と
伊
勢
平
治
と
書
き
、
そ

の
後
伊
勢
氏
は
別
の
地
に
移
っ

て
不
明
と
あ
る
。

宝
亀
年
中
（
七
七
〇
〜
七
八
〇
）

と
い
う
の
は
四
九
代
光
仁
天
皇
の
御

代
で
あ
り
、
田
村
麻
呂
が
蝦
夷
を
平

定
し
た
の
は
五
〇
代
桓
武
天
皇
の
延

暦
二
十
年
（
八
〇
一
）
の
こ
と
で
あ

る
。坂

上
田
村
麻
呂
は
越
後
介
・
越
後

守
に
な
っ
た
あ
と
、
蝦
夷
征
討
で
功

を
あ
げ
た
。
伝
説
・
物
語
の
多
い
人

で
、
観
音
信
仰
が
篤
か
っ
た
と
伝
え

ら
れ
る
。
奥
羽
地
方
に
田
村
麻
呂
伝

説
が
多
く
、
隣
の
南
魚
沼
郡
に
も
あ

る
け
れ
ど
も
、
何
し
ろ
今
か
ら
千
二

百
年
以
上
も
前
の
こ
と
で
あ
っ
て
、

当
地
方
と
の
つ
な
が
り
な
ど
は
想
像

も
つ
か
な
い
。

ま
た
、
伊
勢
平
治
・
友
重
の
名
に

も
疑
問
が
あ
る
。

『
平
家
物
語
』
に
よ
る
と
、
平
忠

盛
（
清
盛
の
父
）
が
伊
勢
に
領
地
を

与
え
ら
れ
て
根
拠
地
と
し
て
い
た
の

で
、
朝
廷
に
仕
え
る
よ
う
に
な
っ
て

か
ら
伊
勢
平
氏

い

せ

へ

い

じ

と
呼
ば
れ
た
と
い

う
。
平
氏
を
姓
と
し
た
の
は
寛
平
元

年
（
八
八
九
）
か
ら
の
こ
と
で
、
伊

勢
に
赴
い
た
の
は
そ
れ
か
ら
ず
っ
と

後
の
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
朝
廷

に
仕
え
て
伊
勢
平
氏
と
呼
ば
れ
る
の

は
天
承
二
年
（
一
一
三
二
）
の
こ
ろ

だ
か
ら
、
田
村
麻
呂
の
時
代
と
は
あ

ま
り
に
も
違
い
す
ぎ
る
。

伊
勢
平
治
と
か
、
友
重
・
友
貞
と

い
う
名
は
、
ど
う
考
え
て
み
て
も
謎

で
あ
る
。

板
碑
を
た
ど
る
道

観
音
堂
境
内
で
発
見
さ
れ
た
応
長

元
年
（
一
三
一
一
）
銘
の
板
碑
が
あ

る
。
彫
り
や
材
質
か
ら
み
て
、
関
東

地
方
か
ら
持
ち
込
ん
で
き
た
も
の
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。
鎌
倉
時
代
の
こ

と
で
、
こ
れ
よ
り
先
に
北
関
東
か
ら

新
田
一
族
が
当
地
方
に
入
っ
て
き
て

い
る
し
、
時
宗
二
世
の
他
阿
真
教
上

人
が
布
教
の
旅
で
訪
れ
、
十
日
町
市

の
来
迎
寺
が
創
立
さ
れ
た
り
し
て
い

る
の
で
、
こ
れ
ら
と
併
せ
て
考
え
る

と
、
伊
勢
平
治
・
友
重
の
ム
ラ
成
立

は
、平
安
時
代
と
は
い
え
な
く
て
も
、

ず
っ
と
古
い
時
代
で
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。

い
く
つ
か
の
板
碑
（
自
然
石
梵
字

碑
）
の
存
在
か
ら
、
木
落
・
三
領
・

伊
勢
平
治
・
沖
立
方
面
へ
と
た
ど
る

川
沿
い
の
道
が
あ
り
、
別
に
信
濃
川

対
岸
の
中
条
か
ら
川
を
越
え
、
友

重
・
伊
勢
平
治
・
霜
条
な
ど
と
進
む

上
野
　 

上
　
村
　
政
　
基 

（
第
二
十
八
回
）

長徳寺と伊勢平治

長徳寺板碑
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七
月
二
十
四
日
に
開
催
さ
れ
た
第

七
回
合
併
任
意
協
議
会
の
席
上
で
、

「
新
市
の
名
称
案
選
定
小
委
員
会
」

の
設
置
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
小
委
員
会
の
構
成
は
、
合
併

任
意
協
議
会
委
員
の
中
か
ら
、「
各

市
町
村
長
」
及
び
「
学
識
経
験
を
有

す
る
者
の
う
ち
各
一
人
」
の
十
人
で

組
織
さ
れ
ま
す
。

川
西
町
か
ら
は
、
田
口
直
人
町
長

と
押
木
篤
美
さ
ん
（
田
戸
）
の
二
人

が
委
員
と
し
て
参
加
し
ま
す
。

新
市
の
名
称
案
は
公
募
を
行
い
、

図
１
の
手
順
で
選
定
さ
れ
ま
す
。

最
終
決
定
は
、
報
告
さ
れ
た
三
案

か
ら
五
案
を
候
補
と
し
て
、
合
併
法

定
協
議
会
で
決
め
ら
れ
ま
す
。

第
一
回
新
市
の
名
称
案

選
定
小
委
員
会

「
新
市
の
名
称
案
選
定
小
委
員
会
」

の
第
一
回
会
議
が
、
七
月
二
十
四
日

の
第
七
回
合
併
任
意
協
議
会
終
了
後

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、役
員
人
事
が
行
わ
れ
、

委
員
長
に
関
谷
松
代
町
長
、
副
委
員

長
に
は
川
西
町
の
押
木
篤
美
さ
ん
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

新
市
建
設
計
画
の
策
定

方
針
を
協
議

第
七
回
合
併
任
意
協
議
会
で
は
、

新
市
建
設
計
画
（
計
画
期
間
／
平
成

十
七
年
度
か
ら
二
十
六
年
度
）
の
策

定
方
針
の
協
議
が
行
わ
れ
、
今
年
十

一
月
末
頃
を
め
ど
に
、
素
案
を
ま
と

め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

※
新
市
建
設
計
画
に
つ
い
て
ポ
イ
ン

ト
を
解
説
し
ま
す
。

新
市
建
設
計
画
と
は
、
合
併
後
十

年
間
で
、
新
市
の
建
設
を
総
合
的
か

つ
効
果
的
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

新
市
の
一
体
性
の
速
や
か
な
確
立
と

住
民
福
祉
の
向
上
等
を
図
り
、
新
市

の
均
衡
あ
る
発
展
の
た
め
に
策
定
す

る
も
の
で
す
。

合
併
し
て
誕
生
す
る
新
市
に
つ
い

て
、
①
建
設
の
基
本
方
針
、
②
建
設

の
根
幹
と
な
る
べ
き
事
業
（
色
々
な

公
共
事
業
な
ど
）、
③
公
共
施
設
の

統
合
整
備
に
関
す
る
こ
と
、
④
新
市

の
財
政
計
画
、
な
ど
の
内
容
を
ま
と

め
ま
す
。

こ
こ
に
き
て
合
併
任
意
協
議
会
で
は
、
新
市
の
根
幹
を
な
す
部
分
の
協
議
に
入
っ
て
い
ま
す
。

第
七
回
合
併
任
意
協
議
会
で
は
、「
新
市
名
称
案
の
選
定
方
法
」、「
新
市
建
設
計
画
の
素
案
策
定
」
な
ど
の
方
針

が
示
さ
れ
ま
し
た
。

合
併
の
基
本
項
目
で
あ
る
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
合
併
問
題
を
議
論
す
る
う
え
で
、
大
変
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
住

民
の
皆
様
に
と
っ
て
も
興
味
深
い
内
容
の
も
の
で
す
。

合
併
に
対
す
る
期
待
や
不
安
、
今
住
ん
で
い
る
地
域
が
将
来
ど
の
よ
う
に
な
る
か
、
こ
れ
か
ら
も
し
っ
か
り
見
守

っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
合
併
任
意
協
議
会
な
ど
を
傍
聴
し
て
い
た
だ
き
、
み
ん
な
で
考
え
ま
し
ょ
う
。

「
新
市
名
称
を

公
募
で
！
」

小
委
員
会
設
置
を
承
認

副委員長に選出された押木さん

《図１　新市名称案の選定手順》

小委員会委員の選出方法について
意見を述べる吉楽正実議長

新市の名称案選定小委員会のみなさん

新
市
の
名
称
案
選
定
小
委
員
会

選
定
手
順

小委員会（7月～9月）
◯役員人事・手順の決定
◯公募条件の決定
（方法・期間・範囲など）

〈名称案の公募〉
◯9月下旬～10月下旬（予定）

〈合併任意協議会に報告〉
◯11月19日（第11回協議会）

〈名称案の選定〉
1次審査

◯11月上旬
2次審査

◯11月中旬
公募の中から3～5案を選定

「
新
市
建
設
計
画
」

っ
て
？

ど
ん
な
内
容
に
な
る

の
？

そ
の
二
十
二

真
剣
に
考
え
よ
う 

合
併
に
つ
い
て 



17
15. 8.10 広報かわにし

構
成
五
市
町
村
を
一
体
の
ま
ち
と

し
て
、
そ
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
と

な
る
「
新
市
将
来
構
想
」
は
、「
新

市
建
設
計
画
」
に
掲
げ
る
、
基
本
理

念
や
目
標
と
す
る
将
来
像
及
び
分
野

別
の
基
本
目
標
の
た
め
に
検
討
さ
れ

て
い
ま
す
。

①
ハ
ー
ド
面
の
整
備
だ
け
で
な
く
、

ソ
フ
ト
面
に
も
配
慮
し
ま
す
。

②
新
市
の
建
設
に
資
す
る
事
業
を
選

び
、
合
理
的
で
健
全
な
行
財
政
運
営

に
裏
付
け
ら
れ
た
着
実
な
計
画
と
し

ま
す
。

③
新
市
に
お
け
る
旧
市
町
村
意
識
を

早
期
に
解
消
し
、
新
市
の
一
体
性
の

確
保
と
地
域
間
格
差
の
是
正
を
図
る

た
め
の
推
進
基
盤
を
確
立
し
ま
す
。

④
新
市
建
設
計
画
の
実
施
を
通
じ

て
、
地
域
全
体
の
社
会
資
本
の
整
備

充
実
や
地
域
住
民
の
多
様
な
行
政
ニ

ー
ズ
に
応
え
、
組
織
及
び
運
営
の
合

理
化
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
す
。

川
西
町
の
総
合
開
発
計
画
は
平
成

八
年
度
か
ら
十
七
年
度
で
計
画
さ
れ

て
い
ま
す
。
合
併
特
例
法
の
期
限
内

（
平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日
）
で

合
併
し
た
と
す
る
と
、
平
成
十
七
年

度
の
一
年
分
は
消
滅
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

新
市
建
設
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ

て
は
、
県
知
事
と
協
議
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
計
画
に
は
県
事
業
も

登
載
で
き
、
新
市
で
実
施
す
る
事
業

も
国
や
県
の
補
助
金
で
実
施
す
る
も

の
や
、
合
併
特
例
債
な
ど
を
財
源
と

す
る
も
の
が
数
多
く
想
定
さ
れ
る
た

め
で
す
。

平
成
十
七
年
三
月
に
合
併
す
る
場

合
を
想
定
し
、
手
続
き
な
ど
の
期
間

を
勘
案
す
る
と
、
遅
く
と
も
平
成
十

六
年
一
月
初
旬
に
は
新
市
建
設
計
画

（
案
）
を
決
定
さ
せ
、
県
知
事
と
の

協
議
を
平
成
十
六
年
三
月
末
に
は
完

了
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
、
今
月
八
日
に
川
西

町
と
し
て
の
事
業
要
望
を
ま
と
め
、

優
先
順
位
を
つ
け
て
合
併
任
意
協
議

会
事
務
局
に
提
出
し
ま
し
た
。

○
議
案
第
一
号
　
新
市
の
名
称
案
選

定
小
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

「
新
市
の
名
称
案
」
の
選
定
に
は
、

協
議
に
多
く
の
時
間
を
必
要
と
す
る

た
め
、
小
委
員
会
を
設
置
し
て
協
議

す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
詳

細
は
前
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
議
案
第
二
号
　
新
市
建
設
計
画
の

策
定
方
針
に
つ
い
て

新
市
建
設

計
画
を
策
定
す
る
方
針
に
つ
い
て
協

議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
詳
細
は
前

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
議
案
第
三
号
　
事
務
事
業
協
議
に

つ
い
て

今
回
の
合
併
任
意
協
議

会
で
は
、
次
の
六
分
野
か
ら
一
六
件

の
項
目
を
協
議
す
る
予
定
で
し
た

が
、
一
分
野
の
四
件
に
つ
い
て
は
、

時
間
切
れ
と
な
り
、
次
回
へ
送
ら
れ

ま
し
た
。
そ
れ
以
外
は
全
て
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

﹇
承
認
項
目
﹈

○
財
政
・
管
財
関
係
　
　
四
件

○
母
子
児
童
福
祉
関
係
　
一
件

○
地
域
福
祉
関
係
　
　
　
一
件

○
高
齢
福
祉
関
係
　
　
　
五
件

○
建
設
関
係
　
　
　
　
　
一
件

﹇
協
議
未
了
項
目
﹈

○
克
雪
利
雪
関
係
　
　
　
四
件

な
お
、
協
議
さ
れ
た
項
目
の
内
容

や
結
果
に
つ
い
て
は
、
「
合
併
の

風
／
第
三
号
」
に
掲
載
し
ま
し
た
。

○
報
告
第
一
号
　
事
務
事
業
調
整
結

果
の
報
告
に
つ
い
て

幹
事
会

（
各
市
町
村
の
助
役
と
合
併
担
当
課

長
で
構
成
）
で
協
議
さ
れ
た
項
目
を

報
告
し
、
合
併
任
意
協
議
会
で
確
認

計画策定の方針を問う押木貢議会特別
対策委員長

×
・
×
・
×
・
×
・
×
・
×
・
×
・
×
・
×
・

こ
ち
ら
合
併
任
意
協
議
会

平
成
十
五
年
七
月
二
十
四
日
に

十
日
町
市
ク
ロ
ス
10
を
会
場
に

「
第
七
回
十
日
町
広
域
圏
合
併
任

意
協
議
会
（
会
長
・
山
本
中
里
村

長
）」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

滝
沢
十
日
町
市
長
が
議
長
と
な

り
、
議
案
三
件
、
報
告
二
件
が
議

題
と
し
て
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、

議
案
の
一
部
と
報
告
一
件
が
、
時

間
切
れ
の
た
め
、
次
回
の
合
併
任

意
協
議
会
へ
送
ら
れ
ま
し
た
。

第
七
回
合
併
任
意
協
議
会

い
た
だ
く
予
定
で
し
た
が
、
時
間
の

都
合
で
次
回
に
送
ら
れ
ま
し
た
。

○
報
告
第
二
号
　
第
八
回
協
議
会
開

催
日
程
及
び
提
出
予
定
議
案
に
つ

い
て

第
八
回
の
協
議
会
を
九
月

二
日
（
火
）
に
川
西
町
で
開
催
す
る

こ
と
と
、
提
出
予
定
議
案
に
つ
い
て

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

提
出
予
定
議
案
は
、「
新
市
将
来

構
想
の
答
申
」、「
事
務
事
業
協
議
」

及
び「
事
務
事
業
調
整
結
果
の
報
告
」

な
ど
に
つ
い
て
、
協
議
す
る
こ
と
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

最
終
答
申
に
向
け
て

ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト

新
市
将
来
構
想
検
討
委
員
会

新
市
将
来
構
想
検
討
委
員
会
（
高

津
冨
士
男
委
員
長
、委
員
二
十
五
人
）

の
第
七
回
と
第
八
回
の
会
議
が
、
七

月
十
一
日
中
里
村
、
七
月
二
十
九
日 川西町の考えを述べる田口町長

協
議
内
容

新
市
将
来
構
想
と
の

関
係
は
？

計
画
策
定
に
あ
っ
て

の
視
点
は
？

川
西
町
の
総
合
開
発
計

画
は
ど
う
な
る
の
？

ど
れ
く
ら
い
の
日
程

で
策
定
す
る
の
？

新
市
建
設
計
画
に
登

載
す
る
事
業
は
、
合

併
す
る
市
町
村
同
士

で
決
め
て
い
い
の
？
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内
容
を
確
認
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の

様
子
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

七
月
四
日
に
町
長
、
助
役
、
収
入

役
、
教
育
長
及
び
各
課
長
等
で
組
織

す
る
庁
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

内
容
は
、
市
町
村
合
併
問
題
に
係

る
現
在
の
動
向
や
、
新
市
将
来
構
想

（
案
）
に
つ
い
て
の
検
討
、
新
市
建

設
計
画
（
案
）
の
策
定
準
備
及
び
市

町
村
合
併
に
対
す
る
今
後
の
取
り
組

み
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

新
市
将
来
構
想
（
案
）
に
つ
い
て

は
、「
全
体
的
に
き
れ
い
な
表
現
に

な
り
過
ぎ
て
具
体
性
に
欠
け
る
」
や

「
環
境
に
配
慮
し
た
循
環
型
農
業
の

推
進
を
登
載
す
べ
き
」
な
ど
の
活
発

な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
の
秋
に
予
定
し
て
い

る
、「
住
民
懇
談
会
」、「
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
」
な
ど
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
案

に
つ
い
て
検
討
し
、
今
後
は
町
議
会

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
進
め
て
い
く

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

な
お
、
平
成
十
七
年
三
月
に
合
併

す
る
こ
と
を
想
定
し
た
、
今
後
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
案
）
は
次
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

七
月
十
七
日
に
川
西
町
市
町
村
合

併
問
題
検
討
委
員
会
（
藤
巻
義
明
会

長
、
委
員
二
十
名
）
の
第
四
回
目
の

会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
、
前
回
ま
で
に

検
討
し
た
「
川
西
町
の
将
来
像
」
や

「
地
域
の
自
立
の
た
め
の
仕
組
み
」

に
つ
い
て
の
ま
と
め
を
行
っ
た
後
、

先
に
中
間
報
告
さ
れ
た
「
新
市
将
来

構
想
（
案
）」
の
内
容
に
つ
い
て
も

確
認
を
行
い
ま
し
た
。

新
市
将
来
構
想
（
案
）
に
つ
い
て

は
、「
全
体
的
に
抽
象
的
す
ぎ
る
の

で
は
」
や
「
責
任
あ
る
表
現
を
用
い

て
ほ
し
い
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

▼
六
月
十
八
日
（
松
代
町
）

第
九
回
市
町
村
計
画
担
当
課
長
会

議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

▼
七
月
四
日
（
協
議
会
事
務
局
）

第
十
回
市
町
村
計
画
担
当
課
長
会

議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

▼
七
月
十
一
日
（
中
里
村
）

第
七
回
新
市
将
来
構
想
検
討
委
員

会（
合
併
任
意
協
議
会
の
附
属
機
関
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

▼
七
月
十
一
日
（
中
里
村
）

第
十
一
回
市
町
村
計
画
担
当
課
長

会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

▼
七
月
十
五
日
（
協
議
会
事
務
局
）

十
日
町
広
域
圏
合
併
任
意
協
議
会

の
第
十
回
幹
事
会
（
助
役
・
合
併
担

当
課
長
で
構
成
）
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

▼
七
月
十
七
日（
活
性
化
セ
ン
タ
ー
）

第
四
回
川
西
町
市
町
村
合
併
問
題

検
討
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、「
新
市

将
来
構
想
（
案
）」
な
ど
に
つ
い
て

確
認
を
行
い
ま
し
た
。

▼
七
月
十
九
日（
活
性
化
セ
ン
タ
ー
）

十
日
町
広
域
圏
合
併
任
意
協
議
会

の
川
西
町
選
出
委
員
と
役
場
担
当
課

で
第
七
回
協
議
会
の
議
案
に
つ
い
て

事
前
検
討
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

▼
七
月
二
十
二
日（
協
議
会
事
務
局
）

第
十
二
回
市
町
村
計
画
担
当
課
長

会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

▼
七
月
二
十
四
日
（
十
日
町
市
）

第
七
回
十
日
町
広
域
圏
合
併
任
意

協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

▼
七
月
二
十
四
日
（
十
日
町
市
）

第
一
回
新
市
の
名
称
案
選
定
小
委

員
会
が
合
併
任
意
協
議
会
終
了
後
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

▼
七
月
二
十
八
日（
十
日
町
市
役
所
）

十
日
町
広
域
圏
合
併
任
意
協
議
会

の
第
十
一
回
幹
事
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

▼
七
月
二
十
九
日
（
十
日
町
市
）

第
八
回
新
市
将
来
構
想
検
討
委
員

会（
合
併
任
意
協
議
会
の
附
属
機
関
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

▼
七
月
二
十
九
日
（
十
日
町
市
）

第
十
三
回
市
町
村
計
画
担
当
課
長

会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

▼
八
月
一
日
（
中
里
村
）

十
日
町
広
域
圏
合
併
任
意
協
議
会

の
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
、
委
員
に
よ

る
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

▼
八
月
一
日
（
中
里
村
）

第
二
回
新
市
の
名
称
案
選
定
小
委

員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

▼
八
月
八
日
（
十
日
町
市
役
所
）

十
日
町
広
域
圏
合
併
任
意
協
議
会

の
第
十
二
回
幹
事
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

合
併
歳
時
記

所管する事務事業を確認する課長は真
剣です

班での意見をまとめ発表します。

十
日
町
市
で
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

先
の
第
六
回
合
併
任
意
協
議
会

（
六
月
二
十
七
日
開
催
）
の
席
上
で
、

新
市
将
来
構
想
（
案
）
に
つ
い
て
、

中
間
報
告
（
詳
細
は
合
併
の
風
第
二

号
／
六
月
十
日
発
行
に
掲
載
）
を
行

い
ま
し
た
が
、
現
在
は
九
月
二
日

（
火
）
に
川
西
町
で
開
催
さ
れ
る
、

第
八
回
合
併
任
意
協
議
会
で
の
最
終

答
申
に
向
け
、
分
野
別
・
地
域
別
の

施
策
や
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
の

検
討
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

新
市
将
来
構
想（
案
）を

チ
ェ
ッ
ク

新
市
将
来
構
想
（
案
）
の
中
間
報

告
を
受
け
、行
政
や
住
民
の
立
場
で
、

か
わ
に
し
合
併
物
語 班別に分かれて検討した結果を発表します

（7月 11 日新市将来構想検討委員会）

行
政
で
は
庁
議
を
開
催

住
民
の
視
点
で
点
検

第
四
回
委
員
会
開
催
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川
西
町
で
開
催
し
ま
す

協
議
会
及
び
新
市
将
来
構
想
検
討

委
員
会
が
、
八
月
か
ら
九
月
に
か
け

て
、
川
西
町
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま

す
。
会
議
は
公
開
さ
れ
、
ど
な
た
で

も
傍
聴
で
き
ま
す
の
で
、
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
九
月
二
日
（
火
）
の
第
八

回
協
議
会
で
は
、「
新
市
将
来
構
想
」

の
最
終
答
申
が
行
わ
れ
ま
す
。

第
八
回
合
併
任
意
協
議
会

平
成
十
五
年
九
月
二
日
（
火
）

午
後
一
時
三
〇
分
か
ら

川
西
町
総
合
セ
ン
タ
ー

新
市
将
来
構
想
検
討
委
員
会

〈
第
九
回
〉

平
成
十
五
年
八
月
十
八
日
（
火
）

午
後
一
時
三
〇
分
か
ら

川
西
町
総
合
セ
ン
タ
ー

〈
第
十
回
〉

平
成
十
五
年
八
月
二
十
八
日
（
木
）

午
後
一
時
三
〇
分
か
ら

松
之
山
町
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

図2 川西町の合併問題取り組みスケジュール（案）

川西町の取り組み
全体の流れ（予定）

◯市町村議会
法定協議会参加の議決

◯市町村議会
廃置分合の議決

◯県知事に合併申請

◯新潟県議会
合併の議決

◯廃置分合決定
総理大臣へ届出

◯総理大臣告示

住民説明・調査資料作成・配布情報提供

6月

7月

8月

9月

10 月

11 月

12 月

1月

2月

3月

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10 月

11 月

12 月

1月

2月

3月

平
成
十
五
年
度

平
成
十
六
年
度

合
併
任
意
協
議
会

合
併
法
定
協
議
会

合
併
準
備

合
併

広
報
か
わ
に
し
「
真
剣
に
考
え
よ
う
合
併
に
つ
い
て
」
／
合
併
の
風
（
事
務
事
業
調
整
結
果
速
報
）

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
合
併
コ
ー
ナ
ー
を
開
設

★
新
市
将
来
構
想
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
配
布

★
住
民
懇
談
会
用
の
検
討
資
料
配
布

自立した場合の
財政シミュレー
ション作成

住民懇談会

住民アンケ
ート調査

お
知
ら
せ

住民懇談会の会場数や
住民アンケートの対象
人数については、今後
検討します。
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Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー

料
理
体
験

今
回
は
夏
休
み
特
別
企
画
で
、
中

学
生
及
び
高
校
生
を
対
象
に
行
い
ま

す
。
男
子
生
徒
も
大
歓
迎
で
す
。

■
期
日

八
月
二
十
二
日
（
金
）

■
時
間

午
前
十
時
〜
午
後
一
時

■
内
容

・
夏
野
菜
と
ア
ン
チ
ョ
ビ
の
パ
ス
タ

・
お
手
軽
ミ
ー
ト
ロ
ー
フ

・
フ
ル
ー
ツ
ミ
ル
ク
ゼ
リ
ー

■
申
込
締
切

八
月
十
八
日
（
月
）

■
と
こ
ろ

東
北
電
力
㈱
十
日
町
営

業
所
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
タ
ジ
オ
「
エ
プ

ロ
ン
」

■
参
加
費

無
料

■
持
ち
物

エ
プ
ロ
ン

■
募
集
定
員

十
八
人

■
申
し
込
み

東
北
電
力
㈱
十
日
町

営
業
所
お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー

☎
５
２
―
３
１
０
７

と
お
し
て
仲
間
づ
く
り
、
健
康
づ
く

り
を
し
ま
し
ょ
う
。
お
気
軽
に
ご
参

加
下
さ
い
。

■
期
日

八
月
二
十
四
日
（
日
）

（
小
雨
決
行
）

■
時
間

◎
開
会
式
　
午
前
八
時
〜

◎
競
技
　
　
午
前
八
時
半
〜
十
一
時

半
頃

■
会
場

ナ
カ
ゴ
グ
リ
ー
ン
パ
ー

ク
・
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

■
参
加
資
格

①
川
西
町
民
及
び
川

西
町
の
事
業
所
に
勤
務
し
て
い
る
者

②
年
齢
六
十
歳
以
上
の
者

③
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
の
ル
ー
ル
を
承
知

し
て
、
そ
れ
を
遵
守
で
き
る
者

■
参
加
費

一
人
　
八
〇
〇
円

■
申
込
締
切

八
月
十
八
日
（
月
）

（
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て

お
申
し
込
み
下
さ
い
。）

■
そ
の
他

参
加
者
は
、
各
自
で
会

場
へ
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

※
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
体
験
教
室
で
パ

タ
ー
ゴ
ル
フ
の
紹
介
と
指
導
を
行
っ

て
い
ま
す
。参
加
を
希
望
す
る
方
は
、

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

教
育

委
員
会
生
涯
学
習
課
社
会
体
育
係

☎
６
８
―
２
１
６
７

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
二
次
稼
動
の
お
知
ら
せ

八
月
二
十
五
日
（
月
）
よ
り
住
民

基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
二
次
稼

動
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
開
始
さ
れ
ま

す
と
、
申
請
に
よ
り
個
人
の
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
を
作
成
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
「
広
報
か
わ
に

し
」
８
月
号
に
掲
載
し
ま
す
の
で
、

そ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

《
記
事
を
訂
正
し
ま
す
》

七
月
二
十
日
発
行
の
「
広
報
か
わ

に
し
お
知
ら
せ
版
」（
８
ペ
ー
ジ
）

に
掲
載
し
ま
し
た
南
台
宅
地
分
譲
の

分
譲
価
格
表
の
一
部
表
記
（
水
道
加

入
金
の
部
分
）が
誤
っ
て
い
ま
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

▼ ▼ ▼ ▲ ▲ ▲お知らせコーナー

教

室

教

室

そ
の
他

そ
の
他

《分譲価格表》
（単位：㎡・円）

第
１
回
川
西
町
シ
ニ
ア

パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
の

お
知
ら
せ

パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
に
年
齢
制
限

を
設
け
て
開
催
し
ま
す
。

同
世
代
の
皆
さ
ん
と
ス
ポ
ー
ツ
を

催

し

催

し

区画番号 地　　番 画地面積 分譲価格
9 412 番地 54 313.08 9,235,000
10 412 番地 55 313.04 8,921,000

・水道加入金は価格に含まれていません。（生活環
境課へお問い合わせ下さい。）
・下水道負担金は価格に含まれています。

～大地の芸術祭協賛イベント～

IT フォーラム2003 in TSUMARI
当地域のＩＴ活用を促進すべく、昨年に引き続き情報関連

技術のフォーラムを開催します。是非ご参加下さい。

■日時 ８月２４日（日）９時３０分～１６時３０分
■会場 クロス１０（中ホール） ■入場料 無料
■内容

◎展示　・十日町広域圏で推進中の高速通信網整備状況
・生活の中でのＩＴ活用の姿を先進他地域の実例を　
交えながら紹介

・生活の中でのＩＴ活用
◎最新ＩＴで遊ぼう！『デジタルシューティング』
◎インターネット・フォト・コンテスト（作品募集中）
◎親子で作ってみよう！『パソコン組み立て教室』（予約制）
■申し込み・問い合わせ

＜事務局＞㈱オスポック（担当：総務部企画課　羽鳥）

☎０２５７－５０－２０３７

「かわにし絵本村」情報№２

★
絵
本
村

十
月
五
日
（
日
）
午
前
九
時
〜
午
後
二
時
光
の
館
に
て
赤
ち

ゃ
ん
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
絵
本
や
童
話
を
一
〇
〇
〇
冊
展

示
し
ま
す
。

★
第
二
回
　
事
前
学
習
会

【
講
　
演
】「
絵
本
の
魅
力
」

●
講
　
師

大
塚
千
恵
さ
ん
（
守
門
村
・
絵
本
の
家
「
ゆ
き
ぼ

い
し
」
館
長
）

●
日
　
時

八
月
二
十
二
日
（
金
）
午
後
七
時
三
〇
分
〜
九
時

●
会
　
場

川
西
町
総
合
セ
ン
タ
ー

●
そ
の
他

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
内
容
の
説
明
等

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
を
し
て
い
ま
す
。
事
前
学
習
に
、
直

接
来
て
い
た
だ
い
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

※
好
き
な
本
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
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平
成
十
六
年
度
採
用

新
潟
県
職
員
（
看
護
職
員
）

採
用
選
考
考
査
受
験
案
内

■
受
付
期
限

九
月
三
日
（
水
）

■
第
一
次
考
査
日

九
月
二
十
八
日

（
日
）

■
考
査
区
分
及
び
職
種
等

【
上
級
】
助
産
師

【
中
級
】
看
護
師

■
職
務
内
容

県
立
病
院
等
で
看
護

業
務
に
従
事
し
ま
す
。

■
受
験
資
格

【
年
齢
】
昭
和
四
十
九
年
四
月
二
日

以
降
に
生
ま
れ
た
者

【
免
許
等
】

◎
助
産
師

助
産
師
の
免
許
取
得
者

又
は
平
成
十
六
年
に
行
わ
れ
る
助
産

師
国
家
試
験
に
よ
り
免
許
取
得
見
込

み
の
者

◎
看
護
師

看
護
師
の
免
許
取
得
者

又
は
平
成
十
六
年
に
行
わ
れ
る
看
護

師
国
家
試
験
に
よ
り
免
許
取
得
見
込

み
の
者

■
採
用
人
員

各
職
種
あ
わ
せ
て
八

〇
人
〜
一
一
〇
人
程
度

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

新
潟
県
病
院
局
総
務
課
職
員
係

〒
９
５
０
―
８
５
７
０
新
潟
市
新
光

町
四
番
地
一
　
県
庁
内

☎
０
２
５
―
２
８
０
―
５
５
５
４

皇
居
勤
労
奉
仕
団

団
員
募
集

十
日
町
市
皇
居
勤
労
奉
仕
団
妻
有

会
で
は
、
左
記
に
よ
り
第
三
十
一
回

奉
仕
団
の
団
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
期
日

平
成
十
六
年
四
月
（
四
泊

五
日
）

■
参
加
費

七
三
、
〇
〇
〇
円

■
募
集
締
切

八
月
三
十
日
（
土
）

■
募
集
定
員

五
〇
人

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

☎
５
５
―
２
４
５
３
　
近
藤

☎
６
８
―
２
５
９
３
　
平
野

《平成 15年度受験案内》
新 潟 県 職 員 採 用 中 級 ・ 初 級 試 験
新潟県市町村立小中養護学校事務職員採用試験
新潟県市町村立小中養護学校栄養職員採用試験

■受付期間 8 月 13日（水）～ 9月 2日（火） ■第１次試験日 9 月 28日（日）
■受験資格
（1）試験種類・採用人員・資格要件

（2）年齢等
中級試験 ・ 市町村立小中　　　昭和 52年 4月 2日から昭和 59年 4月 1日までに生まれた者で、活字印刷文
養護学校栄養職員採用試験　　　による出題に対応できる者

初級試験 ・ 市町村立小中　　　昭和 57年 4月 2日から昭和 59年 4月 1日までに生まれた者で、活字印刷文
養護学校事務職員採用試験　　　による出題に対応できる者

■お申し込み・お問い合せ 〒 950-8570 新潟県新光町 4番地 1 新潟県庁内　新潟県人事委員会事務局
☎ 025-280-5538

総
合
体
育
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

八
月
十
一
日
（
月
）
午
前
九
時
か

ら
十
一
時
二
十
分
の
間
、
東
北
電
力

の
配
線
工
事
の
た
め
、
総
合
体
育
館

内
が
停
電
に
な
り
ま
す
。
電
気
、
電

話
、
自
動
販
売
機
の
使
用
が
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
ご
利
用
の
際
は
ご
了
承

下
さ
い
。

▼ ▼ ▼ ▲ ▲ ▲お知らせコーナー

募

集

募

集

区　　分 試験職種 採用予定人員 資　格　要　件

中　　級

初　　級

小中養護学
校事務職員

小中養護学
校栄養職員

診療放射線技師 １人程度
診療放射線技師の免許取得者又は平成１６年に行われる国家
試験により免許取得見込みの者

臨床検査技師 １人程度
臨床検査技師の免許取得者又は平成１６年に行われる国家試
験により免許取得見込みの者

一般事務 ３０人程度
警察事務 ７人程度
土木 ２人程度

学校事務職員 ２６人程度

学校栄養職員 １６人程度
栄養士の免許取得者又は平成１６年３月３１日までに免許取得
見込みの者

｝
｝

千
年
の
湯
か
ら
の

お
知
ら
せ

◎
営
業
時
間
延
長
の
お
知
ら
せ

八
月
十
四
日
（
木
）
・
十
五

（
金
）
・
十
六
（
土
）
の
三
日

間
、
夜
二
十
三
時
ま
で
（
受
付

終
了
二
十
二
時
三
〇
分
）
営
業

い
た
し
ま
す
。



22
広報かわにし　15. 8.10

前
回
は
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
た
め
に
は
、
ど
ん
な
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
す
る
か
計
画
（
ケ
ア
プ
ラ

ン
）を
作
成
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

作
成
す
る
と
き
は
、
担
当
の
ケ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー（
介
護
支
援
専
門
員
）

と
の
十
分
な
話
合
い
が
必
要
と
い
う

こ
と
で
し
た
。

そ
こ
で
今
回
は
、
そ
の
ケ
ア
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
と
は
ど
ん
な
人
な
の
か
紹

介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
ん
に
ち
は
。
健
康
シ
エ
ン
で

す
。実

は
、
僕
、
将
来
、
福
祉
関
係
の

仕
事
に
就
い
て
多
く
の
人
の
力
に
な

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

前
回
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
学
ん

だ
と
き
に
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
さ

ん
と
い
う
職
業
を
知
り
ま
し
た
。

興
味
は
あ
る
ん
だ
け
ど
・
・
・
い

っ
た
い
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
る
ん

だ
ろ
う
。

こ
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

・
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
相
談
・
ア

ド
バ
イ
ス

・
要
介
護
認
定
申
請
な
ど
の
手
続
き

の
代
行

・
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
、
見
直
し

・
介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
機
関
と
の
連

絡
、
調
整

・
介
護
保
険
施
設
の
紹
介

ふ
ー
ん
。
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
を

し
て
い
る
ん
だ
ね
。

と
こ
ろ
で
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
さ

ん
は
普
段
ど
こ
に
い
る
の
？

居
宅
介
護
支
援
事
業
者
や
介
護
保

険
施
設
に
勤
め
て
い
ま
す
。
近
隣
に

は
ど
ん
な
事
業
者
が
あ
る
か
、
町
が

紹
介
し
て
い
ま
す
。

少
し
で
も
相
談
や
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
た
ら
費
用
が
か
か
る
の
か
な

ぁ
・
・
・
。

い
い
え
。費
用
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
仕
事
に
関
し

て
は
、
基
本
的
に
利
用
者
の
負
担
は

あ
り
ま
せ
ん
。

（
た
だ
し
、
申
請
代
行
や
訪
問
の
た

め
の
交
通
費
な
ど
で
実
費
の
か
か
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。）

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
際
、

サ
ー
ビ
ス
内
容
や
手
続
き
方
法
な
ど

が
分
か
ら
な
い
と
い
う
話
を
よ
く
聞

き
ま
す
。

そ
ん
な
と
き
は
、
力
強
い
味
方

「
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」
に
相
談
し

ま
し
ょ
う
。
き
っ
と
あ
な
た
の
力
に

な
っ
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。

力
強
い
味
方
か
ぁ
・
・
・
僕
も

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
目
指
し
て
み

よ
う
か
な
。
で
も
・
・
・
誰
で
も
す

ぐ
な
れ
る
の
か
な
？

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
な
る
た
め

に
は
、
医
師
、
歯
科
医
師
、
保
健
師
、

看
護
師
、
介
護
福
祉
士
な
ど
の
保

健
・
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
資
格

を
持
ち
五
年
以
上
の
実
務
経
験
が
あ

り
、
介
護
支
援
専
門
員
の
試
験
に
合

格
し
た
後
、
実
務
研
修
を
終
了
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

な
る
ほ
ど
。
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
へ
の
道
の
り
は
長
い
ん
だ
ね
。
ど

う
り
で
頼
り
に
な
る
わ
け
だ
。

大
変
そ
う
だ
か
ら
あ
き
ら
め
よ
う

か
な
・
・
・
い
や
っ
道
は
長
く
て
険

し
い
ほ
ど
や
り
が
い
が
あ
る
ん
だ
！

よ
し
っ
決
め
た
。
僕
は
将
来
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
目
指
し
ま
す
。

い
か
が
で
し
た
か
。
な
ん
と
今
回

シ
エ
ン
君
は
将
来
の
夢
が
見
つ
か
っ

た
よ
う
で
す
ね
。

次
回
か
ら
数
回
に
わ
た
っ
て
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
に
は
ど
ん
な
も
の
が
あ

る
の
か
、
具
体
的
に
見
て
い
き
ま
し

ょ
う
。あ

っ
そ
う
だ
！
第
一
号
被
保
険

者
（
六
五
歳
以
上
の
方
）
の
平
成
十

五
年
度
の
保
険
料
が
確
定
し
た
ら
し

い
よ
。
詳
し
く
は
次
の
ペ
ー
ジ
を
見

て
ね
。

●
問
い
合
わ
せ
　
け
ん
こ
う
支
援
課

介
護
保
険
係
　
６
８
―
３
１
１
１

◆
議
会
報
告
◆

七
月
十
八
日
か
ら
始
ま
っ
た
第

三
回
川
西
町
議
会
定
例
会
は
、
十

九
日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

十
八
日
は
、諸
般
の
報
告
の
後
、

町
長
の
所
信
表
明
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、「
川
西
町
国
民
健
康

保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
」、「
平
成
十
五
年
度
川
西
町

一
般
会
計
補
正
予
算
」
の
二
件
の

専
決
処
分
し
た
事
件
が
承
認
さ
れ

た
後
、「
川
西
町
手
数
料
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
ほ
か
一

件
の
条
例
改
正
が
原
案
ど
お
り
可

決
さ
れ
、「
平
成
十
五
年
度
川
西

町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
二

号
）」
ほ
か
四
件
の
補
正
予
算
が

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、「
三
〇
人
以
下
学
級
の
実

現
を
は
じ
め
と
す
る
教
職
員
定
数

増
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の

現
行
維
持
を
求
め
る
請
願
」
ほ
か

一
件
の
請
願
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

八
月
四
日
は
、
町
政
に
対
す
る

一
般
質
問
が
行
わ
れ
た
後
、「
特

別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の

報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
ほ

か
六
件
の
発
議
案
が
審
議
さ
れ
ま

し
た
。

な
お
、
議
会
の
模
様
は
九
月
二

十
日
発
行
の
「
議
会
だ
よ
り
」
の

中
で
詳
し
く
紹
介
さ
れ
ま
す
の

で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

あんしんを
かたちに
あんしんを
かたちに

第５回 

【
ご
存
知
で
す
か
介
護
保
険
】

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
っ
て
ど
ん
な
人
？
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《平成 15年度介護保険料の期別の徴収額が確定しました》
65 歳以上の方（第 1号被保険者）を対象に、平成 15 年度の介護保険料の納入通知書を、8月 1日に発送し

ました。
今年度は、3年に 1度の介護保険事業計画の見直しにより、65 歳以上の方の保険料が改定されました。これ

に伴い、10 月（普通徴収は 8月）以降の期別の保険料が増えることになります。これは、15 年度の 4・ 6・
8 月分（普通徴収は 4・ 6 月分）の保険料が仮徴収として 14 年度 2 月分と同額で徴収しているためです。保
険料の改定により保険料が多くなった差額は 10 ・ 12 ・ 2 月分（普通徴収は 8・ 10 ・ 12 ・ 2 月分）で上乗
せするため、10月（普通徴収は 8月）以降の期別の保険料が多くなりますが、総額は改定後の年額になります。

表１　平成 15年度特別徴収の納付額
（前年度から保険料段階が変わらない方の例　　　単位：円）

の
イ
メ
ー
ジ
カ
ラ
ー
が
入
り
交

じ
っ
て
と
て
も
カ
ラ
フ
ル
。
ま

わ
り
の
地
味
？
な
空
間
と
ミ
ス

マ
ッ
チ
し
て
、「
絵
に
な
る
」

風
景
を
か
も
し
出
し
て
い
ま
し

た
…
。

最
近
の
オ
ー
ト
バ
イ
は
悪
路

も
舗
装
路
も
快
適
に
走
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
て
、
こ
う
し
た

公
道
を
使
っ
て
の
イ
ベ
ン
ト
に

は
う
っ
て
つ
け
と
の
こ
と
。

「
俺
も
出
ら
れ
る
か
な
」
と

言
っ
て
ア
ク
セ
ル
を
ふ
か
す
ふ

り
を
す
る
職
員
。
横
に
あ
る
バ

イ
ク
の
シ
ー
ト
は
、
胸
の
高
さ

ま
で
あ
り
ま
し
た
。

役
場
駐
車
場
に
ず
ら
り
と
並

ん
だ
オ
ー
ト
バ
イ
。

ま
る
で
、
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー

の
一
隅
か
オ
ー
ト
バ
イ
シ
ョ
ッ

プ
の
展
示
場
の
よ
う
で
す
。

実
は
、
先
月
行
わ
れ
た
ジ
ャ

パ
ン
エ
ン
デ
ュ
ー
ロ
の
車
検
場

と
し
て
役
場
駐
車
場
が
使
わ
れ

た
と
き
の
一
コ
マ
。

国
産
か
ら
外
国
製
ま
で
オ
フ

ロ
ー
ド
タ
イ
プ
の
オ
ー
ト
バ
イ

の
あ
ら
ゆ
る
種
類
・
排
気
量
が

そ
ろ
い
ま
し
た
。

色
彩
も
鮮
や
か
で
、
赤
、
黄

色
、
コ
バ
ル
ト
ブ
ル
ー
、
ラ
イ

ム
グ
リ
ー
ン
な
ど
各
メ
ー
カ
ー

№27

オートバイショップ ヤクバ？

保険料段階
平成14年度 平成15年度
2 月 4・6・8月（仮徴収） 10・12・2月 合　　　　計

1 2,600 2,600 3,200 17,400
2 4,100 4,100 4,600 26,100
3 5,400 5,400 6,200 34,800
4 6,800 6,800 7,700 43,500
5 8,200 8,200 9,200 52,200

表２　平成 15年度普通徴収の納付額
（前年度から保険料段階が変わらない方の例　　　単位：円）

保険料段階
平成14年度 平成15年度
2 月 4・6月（仮徴収） 8 月 10・12・2月

1 2,600 2,600 3,200 3,000
2 4,100 4,100 4,700 4,400
3 5,400 5,400 6,000 6,000
4 6,800 6,800 7,700 7,400
5 8,200 8,200 9,100 8,900

合　　　　計
17,400
26,100
34,800
43,500
52,200

◆特別徴収（年金天引き）
老齢・退職年金（基礎年金）が 18万円以上の方は、基本的に年金天引きとなります。

◆普通徴収
老齢・退職年金（基礎年金）が 18 万円未満の方、非課税年金のみを受給している方、平成 15 年度 4月 2

日以降に 65歳になった方、平成 15年 4月 1日以降に川西町に転入した方などです。
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一
　
目
　
的

平
成
十
二
年
の
都
市
計
画
法
の
改
正

に
よ
り
、
新
潟
県
が
平
成
十
六
年
五
月

ま
で
に
新
潟
県
内
の
全
て
の
都
市
計
画

区
域
（
全
四
四
区
域
）
の
整
備
、
開
発

及
び
保
全
の
方
針
（
＝
都
市
計
画
区
域

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）
を
策
定
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

は
、
都
市
計
画
の
目
標
、
主
要
な
都
市

計
画
の
決
定
方
針
等
、
長
期
的
な
視
点

に
立
っ
た
都
市
の
将
来
像
を
明
確
に
す

る
と
と
も
に
そ
の
実
現
に
向
け
て
の
大

き
な
道
筋
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
た
び
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
素
案
が
で
き
ま
し
た
の
で
、

そ
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
会
を
と
お
し

て
住
民
の
皆
様
か
ら
知
っ
て
い
た
だ

き
、
ま
た
意
見
を
求
め
る
た
め
開
催
す

る
も
の
で
す
。

二
　
主
催
者

■
新
潟
県

三
　
参
加
対
象
者

以
下
の
都
市
計
画
区
域
に
在
住
す
る

住
民

・
十
日
町
都
市
計
画
区
域（
十
日
町
市
）

・
川
西
都
市
計
画
区
域
（
川
西
町
）

四
　
開
催
日
時

平
成
十
五
年
九
月
九
日
（
火
曜
日
）

受
　
付
‥
午
後
六
時
三
十
分
〜

説
明
会
‥
午
後
七
時
〜
八
時
三
十
分
　
　

五
　
会
　
場

◎
会
場
名
　
十
日
町
情
報
館

◎
住
　
所
　
〒
９
４
８
―
０
０
７
２

十
日
町
市
西
本
町
２
丁
目

◎
電
話
番
号
　
（
代
）
０
２
５
７
―
５

０
―
５
１
０
０

六
　
説
明
内
容

◎
都
市
計
画
の
基
本
的
な
話

◎
新
潟
県
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
の
概
要
説
明

◎
質
疑
応
答

七
　
募
集
先

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル

で
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記

の
う
え
以
下
の
申
込
先
に
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。（
様
式
は
問
い
ま
せ
ん
。）

八
　
募
集
定
員

■
一
〇
〇
名
　
　
　
　

九
　
募
集
申
込
期
間

平
成
十
五
年
八
月
二
十
日（
水
曜
日
）

か
ら
平
成
十
五
年
九
月
三
日（
水
曜
日
）

（
必
着
）
ま
で
。

十

素
案
の
配
布
時
期
及
び

配
布
場
所

【
配
布
時
期
】

平
成
十
五
年
八
月
十
一
日
（
予
定
）

か
ら
、
以
下
の
場
所
で
配
布
予
定
。

【
配
布
場
所
】

◎
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
県
土
木
部
都
市
局

都
市
政
策
課
）

◎
新
潟
県
機
関
　

①
新
潟
県
土
木
部
都
市
局
都
市
政
策
課

内
（
県
庁
行
政
庁
舎
６
階
）

②
新
潟
県
各
地
域
振
興
事
務
所
内

③
　
〃
　
津
川
地
区
振
興
事
務
所
内

④
　
〃
　
各
土
木
事
務
所
内

⑤

〃
　
佐
渡
地
域
振
興
局
企
画
振
興

部
、
地
域
整
備
部
内

◎
十
日
町
市
・
川
西
町
（
都
市
計
画
主

管
課
内
）

【
問
い
合
わ
せ
及
び
申
し
込
み
先
】

新
潟
県
土
木
部
都
市
局
都
市
政
策

課
都
市
計
画
係

〈
住
　
所
〉

〒
９
５
０
―
８
５
７
０
　
新
潟
市

新
光
町
四
番
地
一

〈
電
　
話
〉

０
２
５
―
２
８
５
―
５
５
１
１

（
内
線
３
３
３
２
）

０
２
５
―
２
８
０
―
５
４
２
９

（
直
通
）

〈
Ｆ
Ａ
Ｘ
〉
０
２
５
―
２
８
５
―

０
６
２
４

〈
電
子
メ
ー
ル
〉

t1600107@
m
ail.pref.niigata.jp

※川西町都市計画完成イメージ※川西町都市計画完成イメージ ※川西町都市計画完成イメージ 
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進
路
資
料
室
だ
よ
り

〜
就
職
編
〜

今
年
度
の
三
年
生
は
一
〇
一

人
、
そ
の
内
、
進
学
（
四
大
・
短

大
・
専
門
学
校
）
希
望
者
は
五
三

人
、
就
職
（
公
務
員
含
む
）
希
望

者
は
四
八
人
で
す
。
進
学
・
就
職

共
に
第
一
希
望
は
通
勤
（
通
学
）

可
能
な
範
囲
や
県
内
希
望
者
が
多

く
、
県
外
希
望
者
は
少
な
く
な
っ

て
い
ま
す
。

七
月
一
日
か
ら
求
人
票
が
公
開

さ
れ
、
そ
れ
と
同
時
に
進
路
資
料

室
は
就
職
の
情
報
を
得
よ
う
と
す

る
生
徒
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
各

企
業
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
直
接

送
付
さ
れ
る
求
人
票
や
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
も
と
に
探
す
方
法
と
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
求
人
票
検

索
の
二
通
り
の
方
法
で
情
報
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

直
接
送
付
さ
れ
る
求
人
票
で
は

管
内
・
県
内
・
関
東
の
一
部
の
地

域
に
限
ら
れ
、
職
種
も
サ
ー
ビ
ス

関
係
が
多
く
、
事
務
・
販
売
等
は

少
な
い
の
で
偏
っ
た
情
報
し
か
得

ら
れ
ま
せ
ん
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
は
、
全
国
ど
こ
の
求
人
票
で
も

前
日
に
受
理
さ
れ
た
も
の
で
も
検

索
可
能
で
常
に
新
し
い
情
報
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
ア

ク
セ
ス
が
集
中
す
る
と
つ
な
が
り

に
く
く
な
り
、
昼
休
み
や
放
課
後

の
限
ら
れ
た
時
間
内
で
検
索
す
る

の
は
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
生

徒
は
こ
の
二
通
り
の
方
法
を
う
ま

く
使
い
分
け
て
自
分
に
あ
っ
た
就

職
先
を
探
し
て
い
ま
す
。

高
校
生
求
人
の
数
は
二
〜
三
年

前
よ
り
ず
っ
と
減
少
し
て
い
ま

す
。
求
人
票
を
提
出
す
る
企
業
の

減
少
や
求
人
数
そ
の
も
の
も
減
少

が
み
ら
れ
、
自
分
の
希
望
す
る
も

の
が
な
く
職
種
や
希
望
地
の
変
更

も
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
求

人
数
の
少
な
い
企
業
に
人
気
が
集

中
し
三
〜
四
倍
ま
た
は
そ
れ
以
上

の
高
い
倍
率
を
勝
ち
抜
か

な
け
れ
ば
内
定
で
き
な
い

ケ
ー
ス
も
あ
り
、
高
校
生

に
と
っ
て
大
変
厳
し
い
状

況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
二

年
・
三
年
で
の
二
回
の
企

業
訪
問
、
進
路
講
話
、
適

性
検
査
等
就
職
へ
の
意
欲

高
揚
を
図
っ
て
き
た
中

で
、
求
人
の
少
な
さ
に
驚

き
と
不
安
を
隠
せ
な
い
生

徒
も
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
三
月
ま
で
の

間
、
各
企
業
か
ら
の
求
人

票
を
も
と
に
保
護
者
と
相

談
し
、
企
業
見
学
を
す
る
中
で
自

分
に
適
し
た
就
職
先
を
一
社
に
絞

り
、
九
月
の
応
募
、
就
職
試
験
、

内
定
、
就
職
へ
と
進
ん
で
い
き
ま

す
。
昨
年
度
の
卒
業
生
は
一
次
応

募
で
内
定
の
で
る
生
徒
、
残
念
な

が
ら
一
次
に
失
敗
し
シ
ョ
ッ
ク
を

受
け
て
止
ま
っ
て
し
ま
う
生
徒
、

二
次
・
三
次
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
内

定
を
も
ら
っ
た
生
徒
と
様
々
で
し

た
が
、
学
校
内
で
は
経
験
で
き
な

い
社
会
の
様
子
を
体
験
し
精
神
的

に
大
き
く
成
長
し
巣
立
っ
て
い
き

ま
し
た
。
今
年
の
三
年
生
も
自
分

の
得
意
分
野
を
十
分
に
生
か
し
、

自
分
に
適
し
た
就
職
先
を
探
し
出

し
て
卒
業
へ
と
向
か
っ
て
く
れ
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。

木
目
込
人
形
の
家
の
巻

「
最
初
は
法
事
の
打
合
せ
だ
っ

た
ん
で
す
。
そ
れ
が
、
ひ
ょ
ん
な

こ
と
か
ら
こ
ん
な
こ
と
に
な
り
ま

し
た
」。
川
口
町
在
住
の
星
名
眞

燃
子
（
78
・
本
名

星
名
茂
治
）
さ
ん

は
、
自
作
の
木
目

込
人
形
展
開
催
の

切
っ
掛
け
を
こ
う

話
し
ま
す
。

星
名
さ
ん
は
、

旧
制
中
学
を
卒
業

す
る
ま
で
実
家
の

あ
る
当
町
上
野
で

過
ご
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
小
中
学

校
の
教
員
を
経
て

木
目
込
人
形
と
出

会
い
、
以
来
寝
食

を
忘
れ
る
ほ
ど
人

形
制
作
に
打
ち
込

み
、
古
今
流
真
多
呂
人
形
教
授
に

ま
で
上
り
詰
め
ま
し
た
。

「
一
体
作
る
の
に
約
二
〇
時
間

か
か
り
ま
す
。
一
年
に
三
五
〜
三

六
体
、
二
〇
年
間
で
六
〇
〇
体
以

上
作
っ
た
で
し
ょ
う
か
」。
淡
々

と
語
る
星
名
さ
ん
の
目
は
人
形
一

体
一
体
に
思
い
を
馳
せ
て
い
る
よ

う
に
輝
き
ま
す
。
難
し
い
の
は
、

「
へ
こ
み
や
丸
み
を
し
わ
を
寄
せ

ず
に
仕
上
げ
る
こ
と
」
で
、
逆
に

そ
こ
が
腕
の
見
せ
ど
こ
ろ
と
の
こ

と
。約

二
〇
〇
点
を
集
め
た
星
名
さ

ん
の
作
品
展
は
、
元
町
の
長
安
寺

（
馬
場
光
雄
住
職
）
で
七
月
二
十

二
日
か
ら
二
十

七
日
に
か
け
て

開
催
さ
れ
ま
し

た
。〝
美
し
い

人
形
展
〞
の
評

判
が
口
コ
ミ
で

広
ま
り
、
会
期

中
に
七
〇
〇
人

あ
ま
り
が
見
学

に
訪
れ
ま
し

た
。「

方
丈
様
や

奥
様
、
教
え
子

の
大
工
、
親
戚

の
人
た
ち
な
ど

の
皆
さ
ん
に
お

世
話
に
な
っ

て
、
よ
う
や
く
長
年
の
念
願
が
か

な
い
ま
し
た
。
で
も
、
一
番
喜
ん

で
い
る
の
は
、
久
し
ぶ
り
に
し
ゃ

ば
の
空
気
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き

た
人
形
た
ち
だ
と
思
い
ま
す
ね
」。

星
名
さ
ん
と
人
形
の
出
会
い
は
ま

だ
ま
だ
続
き
そ
う
で
す
。
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日
本
は
高
齢
化
・
少
子
化
・

少
孫
化
が
進
み
、
な
か
で
も
高

齢
の
人
が
急
速
に
増
え
て
い
ま

す
。
寝
た
き
り
や
要
介
護
に
な

る
こ
と
を
防
ぎ
、
健
康
で
い
き

い
き
と
し
た
生
活
を
送
る
期

間
、
つ
ま
り
『
健
康
寿
命
』
を

延
ば
す
た
め
に
は
、
若
い
う
ち

か
ら
身
体
活
動
・
運
動
を
生
活

に
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

と
り
わ
け
生
活
習
慣
病
を
予
防

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

◇
身
体
活
動
量
を
増
や
そ
う

「
身
体
活
動
」
と
は
、
競
技

性
の
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
だ
け
で
な

く
、
個
人
で
楽
し
む
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
な
ど
の
運
動
の
ほ
か
、
レ

ジ
ャ
ー
活
動
あ
る
い
は
家
事
・

畑
仕
事
な
ど
の
体
を
動
か
す
こ

と
を
含
ん
で
い
ま
す
。

◇
身
体
活
動
・
運
動
の
効
果

身
体
活
動
・
運
動
に
よ
り
、

体
力
を
維
持
・
向
上
す
る
だ
け

で
な
く
、
肥
満
や
高
血
圧
・
糖

尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
予

防
・
改
善
に
大
き
な
効
果
が
え

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
適
度
な
運

動
は
心
身
を
安
定
さ
せ
る
副
交
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感
神
経
を
活
発
に
す
る
た
め
、

ス
ト
レ
ス
解
消
に
も
な
り
ま

す
。

◇
健
康
の
た
め
に
一
日
一
万
歩

二
〇
一
五
年
に
は
団
魂
世
代

が
高
齢
者
の
仲
間
入
り
。さ
て
、

一
〇
年
後
に
備
え
て
今
か
ら
で

き
る
こ
と
は
？

運
動
の
必
要
性
を
痛
感
し
な

が
ら
も
、「
い
ざ
！
」
と
な
る

と
な
か
な
か
実
践
で
き
な
か
っ

た
り
、
長
続
き
し
な
か
っ
た
り

で
す
。
日
常
の
中
で
ち
ょ
っ
と

ず
つ
活
動
量
を
増
や
す
工
夫
を

し
ま
し
ょ
う
。

歩
行
は
日
常
生
活
に
お
け
る

最
も
基
本
的
な
身
体
活
動
で
、

一
日
一
万
歩
歩
く
と
良
い
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
理
由
は
、

一
週
間
に
二
〇
〇
〇
キ
ロ
カ
ロ

リ
ー
以
上
の
身
体
活
動
を
行
な

っ
て
い
る
人
は
、
そ
れ
以
下
の

人
よ
り
も
死
亡
の
危
険
度
が
二

八
％
も
低
く
、「
週
二
〇
〇
〇

キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
・
一
日
三
〇
〇

キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
」
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
消
費
が
一
万
歩
に
相
当
す
る

と
い
う
訳
で
す
。

◇
運
動
で
寝
た
き
り
を
予
防
し

よ
う高

齢
者
の
日
常
生
活
能
力
の

な
か
で
、
比
較
的
早
く
か
ら
低

下
す
る
の
が
歩
行
や
起
居
等
の

「
移
動
動
作
」
に
関
わ
る
能
力

で
す
。
積
極
的
に
歩
く
こ
と
で

低
下
を
予
防
す
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。
さ
ら
に
、
転
倒
・
骨
折

と
そ
れ
に
伴
う
寝
た
き
り
を
予

防
す
る
た
め
に
は
、
下
肢
や
体

幹
部
の
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も

必
要
で
す
。

運
動
で
健
康
づ
く
り
・
元
気
づ
く
り

協
会
加
盟
団
体
の
紹
介

川
西
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

こ
ん
に
ち
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

で
す
。

日
本
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
い
う
と
、

国
際
大
会
で
今
ひ
と
つ
良
い
成
績
が
残

せ
な
く
て
、
最
近
は
人
気
も
少
し
落
ち

目
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
川
西
町
で

の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
違
い
ま
す
。

四
年
前
に
は
、
青
年
女
子
チ
ー
ム
が

全
国
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
し
、
マ
マ

さ
ん
チ
ー
ム
も
二
〇
人
の
会
員
が
毎
週

二
回
の
練
習
を
行
い
各
種
大
会
で
活
躍

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
男
子
チ
ー
ム
も

十
五
人
が
週
二
回
の
練
習
を
行
い
各
種

大
会
の
上
位
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い

ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

で
は
、
小
学
生
三
十
五
人
・
中
学
生
二

十
五
人
が
週
三
回
集
ま
っ
て
、
ア
テ
ネ

の
次
の
次
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
指
し

て
、楽
し
く
元
気
に
練
習
し
て
い
ま
す
。

小
学
生
は
、
こ
の
練
習
を
と
お
し
て
年

間
六
回
の
大
会
に
参
加
し
て
お
り
、
中

越
予
選
会
を
突
破
し
て
県
大
会
へ
の
出

場
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
中
学
生
は
、

部
活
動
の
ほ
か
に
強
化
練
習
と
し
て
週

二
回
の
練
習
を
こ
な
し
、
中
越
大
会
優

勝
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
は
、
小
学
生
か

ら
大
人
ま
で
、
女
性
も
男
性
も
誰
で
も

参
加
い
た
だ
け
ま
す
。
競
技
経
験
の
あ

る
方
は
も
ち
ろ
ん
、初
め
て
の
方
で
も
、

お
気
軽
に
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

各
チ
ー
ム
の
練
習
日
は
次
の
と
お
り
で

す
。

○
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
小
学
生

毎
週
月
・
木
曜
日
　
総
合
体
育
館

午
後
七
時
〜
八
時
三
〇
分

毎
週
土
曜
日
　
　
　
総
合
体
育
館

午
前
九
時
〜
十
一
時
三
〇
分

○
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
中
学
生

毎
週
月
・
木
曜
日
　
川
西
中
体
育
館

午
後
七
時
〜
八
時
三
〇
分

○
マ
マ
さ
ん
チ
ー
ム

毎
週
月
・
木
曜
日
　
川
西
中
体
育
館

午
後
八
時
〜
十
時

○
男
子
・
女
子
チ
ー
ム

毎
週
月
・
木
曜
日
　
総
合
体
育
館

午
後
八
時
〜
十
時

●
お
問
合
せ
先
　
川
西
町
教
育
委
員
会

内
　
川
西
町
体
育
協
会
事
務
局
（
電
話

６
８
―
２
１
６
７
）

⑦

川
西
町

体
育
協
会
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休日救急医
８月24日 庭 野 医 院

（十日町市寿町 4）
☎ 52 － 2711

31日 た か き 医 院
（十日町市土市第 5）
☎ 58 － 2361

９月　7日 田 中 外 科 医 院
（十日町市田中町本通）
☎ 52 － 2403

14日 石 川 医 院
（津南町上郷宮野原）
☎ 66 － 2061

〃 中 条 病 院
（十日町市北原）
☎ 5 7 － 3 0 1 8

15日 山 口 医 院
（十日町市袋町中）
☎ 52 － 2174

■表紙の写真
大地の芸術祭の作品、「ホワイ

トプロジェクト」です。平和への
願いが込められた白い布が、青い
空にはためく姿は感動的です。
奥に見える芝生の空間、グリー

ンヴィラも、壮大なスケールの象
形文字が訪れた人を迎えてくれま
す。

表紙の写真のホワイトプロジェ
クトで集められた白い布は、約何
枚？
ヒント：本紙をよく読んでくだ

さい。

おわかりの方は、はがきに「解
答」「住所」「氏名」「電話番号」
を明記のうえ、〒 948-0192 川
西町役場総務課文書広報係までご
応募ください。
正解の方に(多数の場合抽選で)

ステキなプレゼントをいたします。
●締め切り… 8月 22日（金）

＜７月号の答え＞　
⑤ファウル
（ホームラン性の大ファウル
だったそうです）

正解者は、次の一組でした。お
二人には記念品をプレゼントしま
す。（敬称略）
庭野義男・君子（元町）

？？？クイズです？？？
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夕
立
の
し
ぶ
き
に
生
ま
れ
地
の
熱
気

暑
中
見
舞
の
余
白
を
う
め
し
一
句
か
な

墓
参
り
父
母
に
告
げ
た
き
こ
と
多
し

八
王
子
市
　
松
浦
　
サ
ク

つ
ば
め
の
子
巣
立
つ
と
の
み
の
日
記
か
な

鉄
線
花
見
上
げ
て
終
の
花
高
し

掛
軸
を
替
へ
て
お
盆
を
迎
へ
け
り

田
中
町
　
石
澤
　
澄
代

高
々
と
風
に
重
た
き
青
す
す
き

バ
ス
待
ち
の
五
分
は
長
し
炎
天
下

梅
雨
晴
間
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
の
父
子
か
な

小
白
倉
　
江
口
み
ゆ
き

野
の
仏
山
百
合
咲
い
て
傍
ら
に

朝
顔
を
鉢
に
育
て
ゝ
咲
か
せ
を
り

蝉
の
殻
つ
け
て
落
ち
ゐ
し
桐
一
葉

大
倉
　
中
條
　
石
平

句
碑
寺
の
山
毛
欅
千
幹
の
蝉
時
雨

花
菖
蒲
見
足
り
し
傘
の
動
き
初
む

新
町
新
田
　
若
山
　
向
山

遠
き
日
を
語
れ
る
友
と
盆
の
月

旅
一
夜
友
と
語
ら
う
河
鹿
宿

足
立
区
　
涌
井
ハ
ル
子

子
つ
ば
め
の
巣
立
ち
し
納
屋
の
戸
を
閉
ざ
す

し
と
ど
な
る
雨
を
零
し
て
蓮
大
葉

岩
瀬
　
登
坂
伊
智
子

高
崎
正
風
選

魚
沼
米
送
り
し
礼
の
メ
ロ
ン
か
な

茎
数
と
色
を
確
か
め
穂
肥
撒
く

朝
顔
に
孫
と
支
柱
を
立
て
に
け
り

小
白
倉
　
田
中
　
優
美

日
に
焼
け
て
蝉
の
ぬ
け
が
ら
集
め
来
し

雨
止
み
し
花
火
の
子
等
の
は
し
ゃ
ぐ
声

野
口
　
村
越
　
由
喜

長
梅
雨
や
三
日
と
も
た
ぬ
孫
の
傘

病
院
で
薬
局
で
待
ち
梅
雨
長
し

上
町
　
高
橋
　
願
似

涼
風
に
夏
鴬
の
声
聞
き
し

紫
蘇
抱
き
し
手
の
移
り
香
や
梅
雨
晴
間

高
原
田
　
須
藤
　
キ
ミ

寝
返
り
て
雨
の
音
聞
く
夜
長
か
な

手
枕
に
か
る
き
疲
れ
や
夏
の
雨

元
町
　
田
畑
　
吉
治

思
い
出
に
匂
ひ
あ
り
け
り
青
田
風

人
は
人
我
は
我
と
し
冷
奴練

馬
区
　
須
藤
　
遊
人

ケ
ア
ハ
ウ
ス
話
す
こ
と
な
く
含
羞
草

曝
し
あ
り
偽
良
寛
と
知
っ
て
ゐ
て

野
口
　
野
沢
　
寅
生

珍
し
き
紫
陽
花
見
つ
ゝ
時
忘
る

我
が
庭
に
い
ろ
い
ろ
咲
い
て
初
夏
の
花

霜
條
　
蔵
品
ハ
ツ
エ

観
賞
の
三
日
天
下
の
あ
や
め
か
な

涼
し
さ
や
稲
波
打
た
せ
渡
る
風

野
口
　
高
橋
　
波
京

（
敬
称
略
）

福
祉
に

根
　
津
　
英
　
作
（
上
　
野
）

三
万
円

◇
◆
訂
正
し
ま
す
◆
◇

「
２
０
０
３
町
勢
要
覧
か
わ
に
し
」（
七
月

二
〇
日
全
戸
配
布
）
中
、
歴
代
副
議
長
（
二
〇

二
ペ
ー
ジ
）
の
氏
名
に
誤
記
が
あ
り
ま
し
た
。

次
の
と
お
り
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

誤
　
　
　
　
　
　
正
　

戸
田
哲
治
　
　
　
戸
田
哲
次

昇
天
―
ご
め
い
福
を
祈
る

市
　
川
　
富
　
二
　
92
（
本
　
人
）
中
屋
敷

今
　
藤
　
　
　
清
　
60
（
本
　
人
）
上
　
野

登
　
坂
　
　
　
亨
　
42
（
政
　
司
）
赤
　
谷

馬
　
場
　
マ
ツ
ヱ
　
82
（

彰
　
）
学
校
町

高
　
橋
　
カ
　
ツ
　
81
（
良
　
二
）
赤
　
谷

平
　
野
　
ハ
　
ツ
　
88
（
本
　
人
）
あ
か
ね
園

戸
籍
の
窓
か
ら 

半
　
藤
　
英
　
吉
　
79
（
本
　
人
）
田
中
町

う
ぶ
声
―
お
す
こ
や
か
に

村
　
越
　
冠か

ん

太た

正
　
広
　
野
　
口

和
　
代

中
　
村
　
百も

も

花か

淳
　
　
坪
　
山

圭
　
子

片
　
桐
　
　
渉

わ
た
る

英
　
恭
　
木
　
落

早
　
苗

高
砂
―
ご
円
満
に

内
　
山
　
浩
　
樹
　
　
新
町
新
田

金
　
澤
　
知
　
子
　
　
十
日
町
市

松
　
澤
　
　
晋
　
　
　
上
　
野

藤
　
原
　
せ
つ
子
　
　
十
日
町
市

（
７
月
１
日
〜
31
日
届
け
出
順
）

（（

善 

意 



今
年
ほ
ど
「
青
空
と
暑
さ
が
恋
し

い
」
と
思
う
夏
も
珍
し
い
。

梅
雨
明
け
は
平
年
よ
り
一
週
間
あ

ま
り
も
遅
れ
、
明
け
て
も
ス
カ
ッ
と

し
た
晴
天
は
長
く
続
か
な
い
。
さ
わ

や
か
で
過
ご
し
や
す
い
が
、
作
物
へ

の
影
響
は
必
至
だ
。
稲
の
生
育
も
大

き
く
遅
れ
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
だ
と

平
成
五
年
以
来
の
凶
作
に
な
り
か
ね

な
い
。

「
小
雪
の
年
は
夏
が
心
配
だ
…
」

と
は
春
に
よ
く
交
わ
さ
れ
て
い
た
こ

と
ば
。
不
安
が
的
中
し
た
格
好
に
な

ら
な
け
れ
ば
い
い
の
だ
が
…
。

大
地
の
芸
術
祭
の
作
品
も
青
空
が

よ
く
似
合
う
。
ホ
ワ
イ
ト
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
前
に
立
つ
「
も
ず
男
」
は
、

前
回
の
芸
術
祭
で
制
作
さ
れ
た
も

の
。
メ
ル
ヘ
ン
チ
ッ
ク
だ
が
、
地
球

環
境
の
悪
化
に
警
鐘
を
鳴
ら
す
藤
原

吉
志
子
さ
ん
の
作
品
だ
。

○わ
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千
手
小
学
校

（
９
月
号
は
上
野
小
学
校
で
す
）

「あとむのように　こころやさしく　なんでも　いっしょうけんめいがんばる!!」
１年生全員　学 級 目 標

「大大花」
２年生　富 田 　 裕 くん

「カモメと巣」
６年生　田 村 友 明 くん

「十五夜のうさぎ」
４年生　数 藤 瑞 紀 さん

「楽しい花火」
３年生　小 林 結 花 さん

「ホワイトラビット」
５年生　中 條 美 冬 さん

「海の中の魚」
４年生　高 橋 　 彩 さん


